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【
要
約
】

江
戸
時
代
の
出
産
に
つ
い
て
は
︑
民
俗
学
調
査
を
援
用
し
た
り
︑
江
戸
後
期
の
堕
胎
や
間
引
き
を
禁
止
す
る
人
口
政
策
史
料
か
ら
推
定
さ
れ
︑

領
主
政
策
以
前
の
平
常
産
そ
の
も
の
を
直
接
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
︒
本
研
究
は
︑
一
七
世
紀
後
半
～
一
八
世
紀
初
め
の
大
和
国

添
上
郡
田
原
郷
の
藤
堂
藩
無
足
人
山
本
平
左
衛
門
の
日
記
を
素
材
に
︑
近
世
前
期
の
出
産
が
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
た
ち
の
協
働
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
︑
そ
れ
に
と
も
な
う
さ
ま
ざ
ま
な
産
育
儀
礼
の
存
在
を
示
し
た
︒
ま
た
︑
そ
の
背
景
に
は
こ
の
時
期
の
高
い
妊
産
婦
死
亡
率
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
︑
あ

わ
せ
て
大
正
期
に
行
わ
れ
た
民
俗
学
調
査
に
つ
い
て
も
検
証
す
る
︒

史
林

一
〇
三
巻
二
号

二
〇
二
〇
年
三
月

は

じ

め

に

�

問

題

の

所

在

日
本
近
世
に
お
け
る
出
産
の
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
︑
我
々
は
戦
前
以
来
の
二
つ
の
研
究
史
上
の
成
果
を
持
っ
て
い
る
︒
一
つ
は
富

士
川
游
に
始
ま
る
産
科
学
を
中
心
と
し
た
医
学
書
・
医
学
史
研
究①
で
あ
り
︑
も
う
一
つ
は
出
産
の
習
俗
を
め
ぐ
る
民
俗
学
的
調
査
の
成
果②
で
あ

る
︒
戦
後
︑
助
産
婦
介
助
か
ら
病
院
出
産
へ
と
い
う
出
産
形
態
の
変
化
を
背
景
と
し
な
が
ら
︑
一
九
八
〇
年
・
九
〇
年
代
に
な
る
と
︑
出
産
を
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歴
史
的
な
視
野
で
位
置
づ
け
る
こ
と
で
こ
れ
ら
二
つ
の
研
究
潮
流
の
総
合
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
た
と
え
ば
︑
歴
史
社
会
学
の
落
合
恵

美
子③
は
︑
一
八
世
紀
後
半
に
そ
れ
ま
で
の
人
口
停
滞
が
急
速
な
︵
近
代
に
つ
な
が
る
︶
人
口
増
加
へ
展
開
す
る
と
い
う
歴
史
人
口
学
の
成
果
を
ふ

ま
え
︑
医
学
書
・
医
学
史
研
究
に
お
け
る
賀
川
流
産
科
の
登
場
と
︑
堕
胎
・
間
引
き
な
ど
の
習
俗
に
関
す
る
民
俗
学
的
知
見
と
を
結
び
つ
け
︑

西
欧
の
社
会
史
研
究
に
お
け
る
﹁
出
産
の
近
代
化
﹂
と
い
う
構
図
を
も
援
用
し
な
が
ら
︑
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
﹁
出
産
革
命
﹂
の
存
在
を

提
唱
し
た
︒

さ
ら
に
︑
そ
の
後
の
研
究
を
主
導
し
た
沢
山
美
果
子④
は
︑
堕
胎
・
間
引
き
な
ど
の
習
俗
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
領
主
の
人
口
政
策
に
関
わ
っ

て
残
さ
れ
た
一
次
史
料
を
は
じ
め
て
本
格
的
に
歴
史
学
研
究
の
俎
上
に
載
せ
た
︒
そ
の
意
義
は
何
よ
り
も
ま
ず
︑
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
︑
堕
胎

や
間
引
き
を
批
判
す
る
教
諭
書
や
医
学
書
あ
る
い
は
文
芸
・
随
筆
史
料
な
ど
の
言
説
分
析
︑
時
代
特
定
が
む
つ
か
し
い
民
俗
学
調
査
の
援
用
︑

宗
門
改
帳
な
ど
に
よ
る
集
合
化
さ
れ
た
統
計
的
数
値
の
傾
向
分
析
で
は
な
く
︑
出
産
の
現
場
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
一
次
史
料
を
発
掘
︑
分
析

し
た
こ
と
に
あ
る
︒
そ
し
て
︑
領
主
政
策
を
論
ず
る
こ
と
で
︑
出
産
の
問
題
を
男
女
・
家
・
共
同
体
・
領
主
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
権
力
関
係
が
取

り
結
ぶ
社
会
的
構
造
と
し
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
︒
そ
れ
は
ま
た
﹁
出
産
の
近
代
化
﹂
を
︑
清
潔
で
安
全
な
病
院
出
産
へ
の
過
程
と
い
う
よ
り

は
︑
出
産
の
医
療
化
・
管
理
化
︑
公
権
力
に
よ
る
女
性
の
身
体
へ
の
介
入
と
し
て
と
ら
え
る
よ
う
な
研
究
動
向
を
も
生
み
出
し
た
が
︑
史
料
の

あ
り
よ
う
と
方
法
論
の
明
確
な
提
示
は
︑
各
地
に
お
け
る
史
料
発
掘
や
研
究
の
活
性
化⑤
を
広
く
う
な
が
す
こ
と
に
な
っ
た
︒

他
方
で
︑
た
と
え
ば
宗
門
改
帳
を
補
完
す
る
﹁
懐
妊
書
上
帳
﹂
や
寺
院
過
去
帳
な
ど
の
利
用⑥
︑
賀
川
流
産
科
書
や
産
科
医
の
広
が
り
の
実
態

解
明⑦
︑
祝
儀
贈
答
と
い
っ
た
生
活
記
録
の
利
用⑧
な
ど
︑
歴
史
人
口
学
・
医
学
史
・
教
育
史
・
民
俗
学
な
ど
各
分
野
に
お
い
て
も
︑
資
料
・
デ
ー

タ
の
あ
り
方
と
い
う
レ
ベ
ル
に
ま
で
掘
り
下
げ
た
再
検
討
が
進
ん
で
き
て
い
る
︒

し
か
し
︑
な
お
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
︑
史
料
の
残
存
事
情
も
あ
っ
て
︑
近
世
中
後
期

と
り
わ
け
後
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
ま
た
︑
領
主
側
の
人
口
政
策
史
料
が
異
常
産
の
摘
発
を
媒
介
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
な
ら
︑
む
し
ろ
近
世
前
期
︑
領
主
の
人
口
政
策
介
入
以
前
・
賀
川
流
産
科
成
立
以
前
に
お
け
る
︑
個
別
具
体
的
な
平
常
産
の
現
場
を
語
る
︑
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で
き
る
だ
け
良
質
な
一
次
史
料
に
よ
る
事
例
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
べ
き
段
階
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
︒
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
︑
た
と
え
ば

異
常
産
と
平
常
産
の
全
体
的
な
比
率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
︑
平
常
産
を
示
す
と
さ
れ
た
民
俗
学
的
知
見
は
ど
こ
ま
で
遡
及
可
能
か

と
い
っ
た
基
礎
的
な
事
実
認
識
に
つ
い
て
も
︑
き
ち
ん
と
し
た
橋
頭
堡
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒

�

史
料
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
課
題
意
識
を
ふ
ま
え
︑
本
稿
で
は
︑
大
和
国
添
上
郡
田
原
郷
大
野
村
に
住
む
藤
堂
藩
無
足
人
山
本
平
左
衛
門
忠
辰
の
日
記⑨
を

分
析
素
材
と
し
た
い
︒
こ
の
日
記
は
︑
平
左
衛
門
が
延
宝
四
年
︵
一
六
七
六
︶
三
六
歳
で
家
督
を
継
い
だ
年
か
ら
享
保
五
年
︵
一
七
二
〇
︶
に
八

〇
歳
で
死
去
す
る
前
月
ま
で
︑
毎
年
一
冊
ず
つ
書
き
綴
ら
れ
て
い
た
も
の
で
︑
断
続
的
に
一
六
冊
が
現
存
す
る
︒

無
足
人
と
は
︑
元
和
五
年
︵
一
六
一
九
︶
に
伊
勢
藤
堂
藩
の
飛
地
領
五
万
石
が
山
城
・
大
和
に
設
定
さ
れ
た
際
︑
そ
の
地
の
在
地
土
豪
た
ち

を
︑
正
規
の
家
臣
︵
武
士
身
分
︶
と
し
て
で
は
な
く
︑
い
わ
ゆ
る
郷
士
と
し
て
取
り
立
て
た
も
の
で
あ
る⑩
︒
山
本
家
は
︑
無
足
人
の
中
で
も
︑

藩
主
巡
検
に
際
し
て
は
伊
賀
上
野
で
﹁
独
礼
﹂
を
許
さ
れ
る
家
格
を
持
ち
︑
日
常
的
に
も
﹁
自
然
之
時
御
供
可
相
勤
﹂
た
め
に
具
足
一
領
・
鑓

一
筋
・
馬
一
匹
・
鉄
砲
一
挺
お
よ
び
家
来
十
人
︵
元
禄
�
・
12
・
14
︶
と
い
う
在
郷
武
士
と
し
て
の
態
勢
を
保
持
し
て
い
た
︒
他
方
︑
経
営
的
に

は
﹁
当
家
所
持
之
村
高
﹂
と
し
て
六
六
石
余
を
持
ち
︵
貞
享
�
・
�
・
21
︶
︑
三
家
の
﹁
譜
代
家
来
﹂
を
含
む
十
人
ほ
ど
の
下
人
を
使
い
︑﹁
下

人
下
作
﹂
を
含
め
て
農
事
の
管
理
を
行
う
手
作
地
主
で
あ
っ
た
︒
山
本
家
の
親
族
関
係
に
つ
い
て
も
平
山
敏
治
郎
の
基
礎
的
研
究⑪
が
あ
る
が
︑

こ
う
し
た
武
士
下
層
＝
村
落
上
層
の
両
面
を
も
つ
階
層
的
・
身
分
的
位
置
か
ら
︑
そ
の
親
類
や
交
流
に
は
︑
藤
堂
藩
等
の
家
臣
で
あ
る
武
士
か

ら
︑
村
落
庄
屋
な
ど
の
上
層
百
姓
︑
南
都
奈
良
町
の
町
人
︑
あ
る
い
は
法
隆
寺
僧
や
春
日
社
家
な
ど
の
諸
身
分
が
混
在
し
︑
ま
た
平
左
衛
門
自

身
は
︑
こ
の
日
記
を
漢
文
で
書
く
よ
う
な
知
的
水
準
を
保
持
し
て
い
た
︒

も
ち
ろ
ん
男
性
家
父
長
の
日
記
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
出
産
を
み
る
こ
と
は
限
界
を
も
つ
が
︑
こ
の
時
代
の
出
産
は
︑
家
と
村
が
さ

ま
ざ
ま
な
儀
礼
や
贈
答
を
通
し
て
新
し
い
構
成
員
を
迎
え
入
れ
︑﹁
産
穢
﹂
が
家
と
村
の
諸
行
事
を
規
制
す
る
社
会
的
な
出
来
事
で
あ
り
︑
ま
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年代 日記 父
政信

母
祐寿

平左
衛門
忠辰

妻雪 子
辰行

辰行
妻石 山本家記事 親類記事

寛文12年 1672 61歳 52歳 32歳 17歳 平左衛門忠辰、雪（明石安藤政家
女）と婚姻

延宝�年 1673 62歳 53歳 33歳 18歳 1歳 妻雪､男子辰行出産

延宝�年 1674 63歳 54歳 34歳 19歳 2歳 8/16母祐寿死去

延宝�年 1675 64歳 35歳 20歳 3歳 12/16妹品（上田庄太夫妻）死去17
歳

延宝�年 1676 1-12月 65歳 36歳 21歳 4歳 6/18妻雪流産､11/11平左衛門忠辰家
督継承

延宝�年 1677 1-閏12月 66歳 37歳 22歳 5歳 (Ａ)6/3妻雪､女子百出産、12/13忠
辰祖母貞寿死去93歳

延宝�年 1678 67歳 38歳 23歳 6歳

延宝	年 1679 68歳 39歳 24歳 7歳

延宝
年 1680 69歳 40歳 25歳 8歳

天和�年 1681 70歳 41歳 26歳 9歳

天和�年 1682 1-12月 71歳 42歳 27歳 10歳 6/29吉田長経、高田道漸娘と婚姻

天和�年 1683 72歳 43歳 28歳 11歳

貞享�年 1684 73歳 44歳 29歳 12歳

貞享�年 1685 74歳 45歳 30歳 13歳 2/17妻雪､女子町出産、7/14忠辰男
子藤六死去、7/18忠辰女子百死去

貞享�年 1686 1-12月 75歳 46歳 31歳 14歳 12/15妹ふう（加藤六兵衛妻）死去
27歳

貞享�年 1687 76歳 47歳 32歳 15歳

元禄�年 1688 77歳 48歳 33歳 16歳

元禄�年 1689 78歳 49歳 34歳 17歳

元禄�年 1690 79歳 50歳 35歳 18歳

元禄�年 1691 80歳 51歳 36歳 19歳 7/21妻雪（貞意）死去

元禄�年 1692 1-12月 81歳 52歳 20歳 11/6父政信死去
(Ｅ)1/22岡本八左衛門嫁､男子出産､
(Ｄ)2/2吉田長経妻､女子鍋出産、
(Ｆ1)5/24横田重頼妻､女子出産

元禄�年 1693 53歳 21歳

元禄	年 1694 54歳 22歳

元禄
年 1695 55歳 23歳

元禄�年 1696 1-12月 56歳 24歳 8/辰行盗賊を討

元禄10年 1697 1-4月 57歳 25歳

元禄11年 1698 58歳 26歳

元禄12年 1699 1-12月 59歳 27歳 16歳 閏9〜12月辰行､石（吉田長経娘）と
婚姻 (Ｆ2)1/2横田重頼妻､男子出産

元禄13年 1700 60歳 28歳 17歳

元禄14年 1701 61歳 29歳 18歳

元禄15年 1702 62歳 30歳 19歳

元禄16年 1703 1-12月 63歳 31歳 20歳 (Ｂ)5/14辰行妻石､女子十出産 (Ｆ3)4/22横田重頼妻､女子出産

宝永�年 1704 64歳 32歳 21歳

宝永�年 1705 1-12月 65歳 33歳 22歳 4/17平左衛門妹町､河内山形家へ嫁

宝永�年 1706 1-10月 66歳 34歳 23歳 2/25姉妙寿死去69歳 (Ｇ1)7/6芝葛光妻､男子出産

宝永�年 1707 67歳 35歳 24歳 4/4姉督（小橋宗友妻）死去

宝永�年 1708 68歳 36歳 25歳

宝永�年 1709 69歳 37歳 26歳

宝永	年 1710 1-12月 70歳 38歳 27歳 (Ｃ)9/14辰行妻石､男子源次出産

正徳�年 1711 71歳 39歳 28歳

正徳�年 1712 72歳 40歳 29歳

正徳�年 1713 73歳 41歳 30歳

正徳�年 1714 74歳 42歳 31歳 これ以前､辰行男子源次死去

正徳�年 1715 1-12月 75歳 43歳 32歳 (Ｇ2)11/11芝葛光妻､女子出産

享保�年 1716 76歳 44歳 33歳 4/14芝葛光妻死去

享保�年 1717 1-12月 77歳 45歳 34歳 9/ 横田重頼妻､男子出産

享保�年 1718 1-12月 78歳 46歳 35歳

享保�年 1719 79歳 47歳 36歳 4/11忠辰､平左衛門名跡を子辰行に
譲る

享保�年 1720 1-8月 80歳 48歳 37歳 9/17忠辰死去 吉田長経死去

【表�】 山本平左衛門（忠辰）家・基礎データ

は日記のある年を示す。 記事欄の太字は、本文で言及した出産事例。

4 (268)



た
︑
親
類
や
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
た
ち
の
協
働
を
必
要
と
し
た
か
ら
︑
散
見
さ
れ
る
記
事
を
注
意
深
く
集
め
て
い
く
こ
と
で
︑
出
産
が
も
つ

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
問
題
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

︻
表
�
︼
は
︑
平
左
衛
門
忠
辰
夫
妻
︑
そ
の
父
政
信
夫
妻
︑
嫡
男
辰
行
夫
妻
の
年
令
︑
お
よ
び
残
存
す
る
日
記
や
系
譜
な
ど
か
ら
わ
か
る
出

産
記
事
を
照
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
︒
以
下
第
一
章
で
は
︑
山
本
家
が
出
産
の
当
事
者
に
な
る
事
例
︵
平
左
衛
門
の
妻
雪
の
出
産
と
︑
息
子
辰
行
の

妻
石
の
出
産
︶
を
あ
つ
か
う
︒
記
事
が
豊
富
で
あ
り
︑
出
産
を
め
ぐ
る
一
門
・
親
戚
や
村
人
︑
産
婆
や
巫
女
︑
医
者
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
人
々

の
関
わ
り
か
た
の
構
図
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
︒
第
二
章
で
は
︑
一
門
・
親
戚
の
出
産
事
例
︵
相
舅
吉
田
長
経
の
妻
・
又
従
弟
横
田
重
頼
の
妻
の
出

産
な
ど
︶
や
︑
山
本
家
が
抱
え
る
﹁
家
来
﹂
の
妻
た
ち
の
出
産
事
例
も
と
り
あ
げ
︑
こ
の
構
図
を
補
足
す
る
︒
第
三
章
で
は
︑
そ
の
ほ
か
の
村

人
ら
の
事
例
も
ふ
く
め
た
四
七
例
に
つ
い
て
︑
母
子
が
死
亡
す
る
よ
う
な
難
産
・
堕
胎
な
ど
の
異
常
産
を
と
り
あ
げ
︑
そ
の
比
率
に
つ
い
て
も

推
計
し
て
み
た
い
︒

な
お
奈
良
県
に
つ
い
て
は
︑
大
正
四
年
︵
一
九
一
五
︶
に
全
県
規
模
で
行
わ
れ
た
民
俗
調
査
﹃
奈
良
県
風
俗
誌
﹄
が
残
さ
れ
て
い
る⑫
︒
山
本

家
の
所
在
す
る
添
上
郡
田
原
郷
を
は
じ
め
添
上
・
山
辺
・
生
駒
郡
な
ど
奈
良
県
北
部
で
記
述
さ
れ
た
習
俗
慣
行
が
︑
近
世
前
期
の
実
態
と
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
検
証
し
た
い
︒

①

富
士
川
游
﹃
日
本
医
学
史
﹄︵
裳
華
房
︑
一
九
〇
四
年
︶︑
緒
方
正
清
﹃
日
本
産

科
学
史
﹄︵
丸
善
︑
一
九
一
九
年
︶︑
佐
伯
理
一
郎
﹃
日
本
女
科
史
﹄︵
一
九
〇
一

年
︑
吐
鳳
堂
書
店
︶︒
医
学
史
の
系
譜
で
は
近
年
の
も
の
と
し
て
︑
杉
立
義
一

﹃
お
産
の
歴
史
﹄︵
集
英
社
新
書
︑
二
〇
〇
二
年
︶︑
新
村
拓
﹃
出
産
と
生
殖
観
の

歴
史
﹄︵
法
政
大
学
出
版
局
︑
一
九
九
六
年
︶
な
ど
が
あ
る
︒

②

柳
田
國
男
の
提
唱
に
よ
る
︑
母
子
愛
育
会
編
﹃
日
本
産
育
習
俗
資
料
集
成
﹄

︵
第
一
法
規
出
版
︑
一
九
七
五
年
︶︒
大
藤
ゆ
き
﹃
児
や
ら
い
﹄︵
岩
崎
美
術
社
︑

一
九
六
七
年
︶︑
瀬
川
清
子
﹃
女
の
民
俗
誌

そ
の
け
が
れ
と
神
秘

﹄︵
東
書
選

書
︑
一
九
八
〇
年
︶
な
ど
︒
矢
野
敬
一
﹁
誕
生
と
胞
衣

産
育
儀
礼
再
考

﹂

︵﹃
列
島
の
文
化
史
﹄
四
︑
一
九
八
七
年
︶︑
飯
島
吉
晴
﹁
い
の
ち
の
誕
生
と
成

長
﹂︵﹃
日
本
の
民
俗



成
長
と
人
生
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
九
年
︶︒

③

落
合
恵
美
子
﹃
近
代
家
族
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
﹄︵
勁
草
書
房
︑
一
九
八
九
年
︶︑

特
に
第
三
章
﹁
江
戸
時
代
の
出
産
革
命
﹂︵
初
出
は
一
九
八
七
年
︶︑﹁
近
世
末
に

お
け
る
間
引
き
と
出
産

人
間
の
生
産
を
め
ぐ
る
体
制
変
動

﹂︵﹃
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
日
本
史
﹄
上
︑
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
九
四
年
︶︒

④

沢
山
美
果
子
﹃
出
産
と
身
体
の
近
世
﹄︵
勁
草
書
房
︑
一
九
九
八
年
︶︑﹃
性
と

生
殖
の
近
世
﹄︵
勁
草
書
房
︑
二
〇
〇
五
年
︶︑﹃
江
戸
の
捨
て
子
た
ち

そ
の
肖

像
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
八
年
︶
な
ど
︒

近世前期の出産（横田）

5 (269)



⑤

高
村
恵
美
﹁
水
戸
藩
領
に
お
け
る
出
産
と
﹃
近
代
﹄﹂︵﹃
女
性
史
学
﹄
一
二
︑

二
〇
〇
二
年
︶︑
宇
佐
美
英
機
﹁
近
世
京
都
の
産
の
町
触
﹂︵﹃
新
し
い
歴
史
学
の

た
め
に
﹄
二
一
七
︑
一
九
九
四
年
︶︑
横
田
武
子
﹁
福
岡
藩
に
お
け
る
産
子
養
育

制
度
﹂・﹁
福
岡
藩
に
お
け
る
産
子
養
育
制
度
の
変
遷
﹂︵﹃
福
岡
県
地
域
史
研
究
﹄

一
四
・
一
五
︑
一
九
九
六
・
九
七
年
︶︑
桜
井
由
幾
﹁
間
引
き
と
堕
胎
﹂︵﹃
日
本

の
近
世
﹄
一
五
︑
一
九
九
三
年
︶︑
井
上
隆
明
﹁
近
世
後
期
の
出
産
を
め
ぐ
る
意

識

福
岡
藩
郡
方
を
中
心
に

﹂︵﹃
七
隈
史
学
﹄
四
︑
二
〇
〇
三
年
︶︒
山
中
浩

之
﹁
在
郷
町
商
家
に
お
け
る
産
育
儀
礼
﹂︵﹃
歴
史
・
民
族
・
考
古
学
論
攷
﹄
Ⅰ
︑

二
〇
一
九
年
︶︒

⑥

鬼
頭
宏
﹃
人
口
か
ら
読
む
日
本
の
歴
史
﹄︵
講
談
社
︑
二
〇
〇
〇
年
︑
初
版
は

一
九
八
三
年
︶︑﹁
宗
門
改
帳
と
懐
妊
書
上
帳

十
九
世
紀
北
関
東
農
村
の
乳
児
死

亡
﹂︵
速
水
融
編
﹃
近
代
移
行
期
の
人
口
と
歴
史
﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
︑
二
〇
〇

二
年
︶
な
ど
︒

⑦

鈴
木
則
子
﹁
近
世
後
期
産
科
医
療
の
展
開
と
女
性

賀
川
流
産
科
を
め
ぐ
っ

て
﹂︵﹃
ア
ジ
ア
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
文
化
学
研
究
﹄
創
刊
号
︑
二
〇
一
七
年
︶︒

⑧

太
田
素
子
編
﹃
近
世
日
本
マ
ビ
キ
慣
行
史
料
集
成
﹄︵
刀
水
書
房
︑
一
九
九
七

年
︶︑
太
田
素
子
﹃
江
戸
の
親
子

父
親
が
子
ど
も
を
育
て
た
時
代
﹄︵
中
公
新
書
︑

一
九
九
四
年
︶︑﹃
子
宝
と
子
返
し

近
世
農
村
の
家
族
生
活
と
子
育
て
﹄︵
藤
原

書
店
︑
二
〇
〇
七
年
︶
な
ど
︒

⑨

水
木
要
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
︵
現
在
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
︶︒
水
木

に
つ
い
て
は
︑
久
留
島
浩
・
高
木
博
志
編
﹃
文
人
世
界
の
光
芒
と
古
都
奈
良

大

和
の
生
き
字
引
・
水
木
要
太
郎
﹄
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
〇
九
年
︶︒
水
木
が
柳
田

國
男
の
提
言
を
承
け
て
こ
れ
を
収
集
し
︑
翻
刻
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
平
山
敏

治
郎
の
証
言
が
あ
る
︵﹁﹃
近
世
諸
家
日
記
﹄
の
刊
行
計
画
﹂﹃
定
本
柳
田
國
男
集
﹄

月
報
一
二
︑
筑
摩
書
房
︑
一
九
六
二
年
︶︒
本
稿
で
は
︑
水
木
に
よ
る
翻
刻
原
稿

を
も
と
に
︑
平
山
の
﹁
解
説
﹂
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
︑
清
文
堂
史
料
叢
書
﹃
大

和
国
無
足
人
日
記
﹄
上
下
巻
︵
一
九
八
八
年
︶
に
よ
り
︑
年
月
日
の
み
を
記
す
︒

ま
た
︑
史
料
引
用
以
外
の
本
文
記
述
は
︑
通
称
平
左
衛
門
で
統
一
す
る
︒

⑩

寺
尾
宏
二
﹁
無
足
人
の
研
究
﹂
上
・
下
︵﹃
経
済
史
研
究
﹄
一
六

四
・
六
︑

一
九
三
六
年
︶︑﹁
無
足
人
の
再
研
究
﹂
上
・
中
・
下
の
一
・
下
の
二
︵﹃
歴
史
地

理
﹄
七
二

一
・
三
・
四
・
五
︑
一
九
三
八
年
︶︒
久
保
文
雄
﹃
伊
賀
国
無
足
人

の
研
究
﹄︵
同
朋
社
︑
一
九
九
〇
年
︶︑
岡
島
永
昌
﹁
藤
堂
藩
城
和
領
に
お
け
る
無

足
人
の
研
究
﹂︵﹃
奈
良
歴
史
研
究
﹄
四
六
・
四
七
︑
一
九
九
七
年
︶︒
ま
た
︑
平

山
敏
治
郎
に
は
︑﹁
大
和
の
無
足
人
に
つ
い
て

山
辺
郡
小
山
戸
組
改
帳
を
中
心

と
し
て
﹂︵﹃
人
文
研
究
﹄
六

九
︑
一
九
五
五
年
︶︑﹁
大
和
の
無
足
人
に
つ
い
て

第
二

添
上
郡
田
原
郷
此
瀬
村
吉
田
家
の
場
合
﹂︵
同
上
八

四
︑
一
九
五
七
年
︶︑

﹁
山
城
国
無
足
人
に
つ
い
て
﹂︵﹃
人
文
研
究
﹄
一
八

三
︑
一
九
六
七
年
︶
な
ど

が
あ
る
︒

⑪

平
山
敏
治
郎
﹁
無
足
人
家
の
家
来
に
つ
い
て

特
に
添
上
郡
田
原
郷
大
野
村
山

本
家

﹂︵﹃
人
文
研
究
﹄
八

九
︑
一
九
五
七
年
︶︑﹁
郷
士
家
の
家
族
的
周
辺
﹂

︵﹃
史
林
﹄
四
一

四
︑
一
九
五
八
年
︶︑﹁
元
禄
前
後
に
お
け
る
一
村
落
の
歳
時

習
俗
に
つ
い
て

山
本
平
左
衛
門
日
記
抄

﹂︵﹃
人
文
研
究
﹄
一
〇

一
〇
︑
一

九
五
九
年
︶︑
前
掲
﹃
大
和
国
無
足
人
日
記
﹄
上
巻
﹁
解
説
﹂︒

⑫

こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
︑
安
井
眞
奈
美
編
著
﹃
出
産
・
育
児
の
近
代

﹁
奈
良

県
風
俗
誌
﹂
を
読
む
﹄︵
法
蔵
館
︑
二
〇
一
一
年
︶
が
詳
し
く
︑
そ
の
出
産
関
係

部
分
︵﹁
懐
胎
﹂﹁
分
娩
﹂
の
項
目
︶
に
つ
い
て
は
︑
残
存
す
る
す
べ
て
の
町
村
に

つ
い
て
︑
同
書
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
調
査
を
主
導
し
た
高
田
十
郎
に
つ
い

て
は
︑
黒
岩
康
博
﹁
高
田
十
郎
﹃
な
ら
﹄
に
見
る
近
代
大
和
の
﹁
地
域
研
究
﹂
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂︵﹃
日
本
史
研
究
﹄
五
二
五
︑
二
〇
〇
六
年
︶
が
詳
し
い
︒
高
田
は

そ
の
後
︑
一
九
三
五
年
に
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
が
柳
田
國
男
の
意
見
で
実
施
し

た
﹁
全
国
各
地
ニ
於
ケ
ル
妊
娠
︑
出
産
及
育
児
ニ
関
ス
ル
行
事
︑
伝
説
︑
習
俗

等
﹂
の
調
査
の
際
に
︑
奈
良
県
委
嘱
調
査
員
と
し
て
そ
の
調
査
報
告
を
執
筆
し
た

が
︑
結
局
そ
の
時
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
︵
戦
後
に
出
版
さ
れ
た
の
が
︑
前

掲
﹃
日
本
産
育
習
俗
資
料
集
成
﹄︶︑
高
田
の
執
筆
部
分
を
独
自
に
奈
良
県
社
会
事
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業
協
会
が
刊
行
し
た
の
が
︑
高
田
十
郎
﹃
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
郷
土
大

和
に
於
け
る
民
俗
﹄︵
一
九
三
六
年
︑
奈
良
県
社
会
事
業
会
︶
で
あ
る
︵
そ
の
復

刻
版
が
﹃
日
本
︿
子
ど
も
の
歴
史
﹀
叢
書
﹄
一
二
︑
久
山
社
︑
一
九
九
七
年
に
所

収
︶︒
こ
れ
ら
一
九
三
五
・
三
六
年
の
も
の
は
分
類
項
目
の
立
て
方
に
若
干
の
違

い
が
あ
る
が
︑
事
例
記
述
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
︑
後
者
の
緒
言
で
﹃
奈
良
県

風
俗
誌
﹄
の
編
纂
誌
料
に
よ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
︑
本
稿
で
は
高
田
が

ま
と
め
直
し
た
両
書
に
は
依
ら
ず
︑
安
井
編
著
所
収
﹃
奈
良
県
風
俗
誌
﹄
の
諸
町

村
報
告
を
参
照
す
る
︵
以
下
︑﹃
風
俗
誌
﹄
と
略
記
︶︒

(
一
︶

山
本
家
の
出
産

�

平
左
衛
門
妻
雪
の
女
子
︵
百
︶
出
産
︵
Ａ
︶

延
宝
五
年
︵
一
六
七
七
︶
六
月
三
日
︑
平
左
衛
門
の
妻
雪
は
︑
女
子
百
を
出
産
す
る
︒
平
左
衛
門
三
七
歳
︑
雪
二
二
歳
で
あ
る
︒
雪
は
︑
寛

文
一
二
年
︵
一
六
七
二
︶
に
一
七
歳
で
嫁
し
て
き
て
︑
翌
延
宝
元
年
︵
一
六
七
三
︶
に
長
男
辰
行
を
出
産
し
た
︒
日
記
の
延
宝
四
年
六
月
一
八
日

条
に
﹁
於
雪
流
産
﹂
と
あ
る
が
︑
こ
の
と
き
平
左
衛
門
は
江
戸
滞
在
中
だ
っ
た
の
で
︑
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
︒
今
回
も
出
産
は
山
本
家
で
行
わ

れ
た
が
︑
平
左
衛
門
を
は
じ
め
一
二
人
の
子
を
産
ん
だ
姑
の
祐
寿
は
︑
長
男
辰
行
出
産
の
翌
年
に
死
亡
し
て
い
る
︒

女
子
が
生
ま
れ
た
の
は
六
月
三
日
酉
刻
︵
午
後
六
時
頃
︶
で
あ
る
が
︑
翌
四
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
︑

妻
女
︵
雪
︶
産
之
取
上
祖
母
者
︑
矢
田
原
彦
一
郎
後
家
雇
之
︑
平
大
輔
︵
辰
行
︶
産
同
人
雇
之
故
︑
佳
例
也

こ
の
時
﹁
取
上
祖
母
﹂
＝
産
婆
と
し
て
雇
わ
れ
た
の
は
矢
田
原
村
の
彦
一
郎
後
家
で
あ
り
︑
四
年
前
の
長
男
辰
行
出
産
の
時
と
同
じ
な
の
で

﹁
佳
例
﹂
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
︒﹁
雇
﹂
と
あ
る
が
︑
こ
の
彦
一
郎
後
家
が
出
産
介
助
を
専
業
と
す
る
産
婆
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
︒同

日
の
記
事
に
﹁
泰
産
為
祝
︑
一
門
中
女
中
︑
日
中
一
飯
﹂
と
あ
り
︑﹁
泰
産
の
祝
﹂
つ
ま
り
安
産
で
あ
っ
た
こ
と
を
祝
う
為
に
︑﹁
一
門
中

女
中
﹂
の
祝
宴
が
行
わ
れ
た
︒
そ
の
際
︑
雪
の
祖
母
の
横
田
忠
勝
の
妻
は
病
気
で
来
れ
な
か
っ
た
と
記
す
が
︑
一
カ
月
後
に
死
亡
し
た
︵
延
宝

�
・
	
・
�
︶
︒﹁
一
門
中
﹂
と
は
︑
山
本
家
の
ほ
か
︑
系
図
に
示
し
た
東
田
原
郷
日
笠
村
の
横
田
三
家
︵
表
屋
・
裏
屋
・
東
屋
︶
の
こ
と
で
あ
る
︒

近世前期の出産（横田）
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政
貞
(
安
藤
家
︶

注
：
＝
は
養
子
関
係
︑
本
稿
に
か
か
わ
る
人
名
の
み
載
せ
た
︒

忠
政
(安
藤
家
養
子
︶

雪
(山
本
忠
辰
妻
︶

忠
頼

忠
勝

忠
明
(
横
田
表
屋
︶

忠
知
(
横
田
裏
屋
︶

︵
山
本
家
︶

辻
(針
村
源
七
妻
)

弘
盛

妙
寿
(岡
本
八
左
衛
門
妻
︶

嫁
佐
与

(Ｅ
︶

政
信

忠
辰
(
平
左
衛
門
︶

貞
寿

辰
行

十
(Ｂ
︶

祐
寿

雪

源
次
(Ｃ
︶

︵
法
隆
寺
中
院
︶

石

助
与

覚
勝

百
(Ａ
︶

町

宗
嘉

直
頼

重
頼
(
横
田
東
屋
︶

︵
Ｆ
�
・
�
・
�
︶

広
瀬
新
右
衛
門
娘

︵
吉
田
家
︶
長
経

房
経

石
(山
本
辰
行
妻
︶

高
田
道
漸
娘

鍋
(Ｄ
︶︵
芝
葛
光
妻
︶

︵
Ｇ
�
・
�
︶
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出
産
の
翌
日
で
あ
る
か
ら
︑
こ
れ
ら
一
門
の
女
性
た
ち
は
出
産
の
手
伝
い
に
来
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
︑
こ
の
一
門
親
族
の
女
性
た
ち
が
昼
食

を
共
に
す
る
こ
と
で
︑
ま
ず
は
母
体
と
生
子
の
安
産
を
祝
っ
た
の
で
あ
る
︒﹃
風
俗
誌
﹄
に
い
う
︑﹁
初
祝
﹂﹁
三
日
祝
﹂
に
あ
た
る
も
の
で
あ

ろ
う
︒

つ
い
で
六
日
目
の
六
月
八
日
に
は
﹁
女
子
誕
生
為
祝
︑
当
村
女
共
来
︑
餅
持
参
﹂
と
あ
っ
て
︑
大
野
村
の
女
性
た
ち
が
餅
を
持
参
し
て
祝
い

に
集
ま
っ
て
い
る
︒﹃
風
俗
誌
﹄
で
は
﹁
六
日
た
れ
︵
産
毛
剃
り
︶
﹂
と
い
わ
れ
る
が
︑
日
記
に
そ
の
記
載
は
な
い
︒﹁
一
門
中
女
中
﹂
に
対
す
る

﹁
当
村
女
共
﹂
の
参
集
は
︑
中
世
惣
村
の
﹁
女
房
座①
﹂
の
よ
う
な
も
の
を
想
起
さ
せ
る
︒
な
お
︑
こ
の
時
も
祝
宴
は
行
わ
れ
た
ら
し
い
が
︑
そ

の
食
事
が
悪
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
夜
に
な
っ
て
﹁
女
共
気
色
悪
﹂
く
な
り
︑
医
療
経
験
を
持
つ
横
田
直
頼②
︵
東
屋
︶
が
﹁
療
治
﹂
に
呼
ば

れ
︑
一
門
中
残
ら
ず
徹
夜
で
﹁
看
病
﹂
に
あ
た
る
事
態
に
な
っ
た
が
︑
翌
日
・
翌
々
日
に
は
ほ
ぼ
快
癒
し
た
︵
延
宝
�
・
�
・


～
10
︶
︒
こ
の

よ
う
に
男
性
医
者
は
身
近
に
存
在
し
て
い
る
が
︑
平
産
だ
っ
た
か
ら
か
︑
雪
の
出
産
そ
の
も
の
へ
の
立
会
や
関
与
は
認
め
ら
れ
な
い
︒

雪
の
実
父
安
藤
忠
政
は
︑
横
田
忠
勝
︵
表
屋
︶
の
子
で
︑
播
磨
明
石
藩
松
平
︵
藤
井
︶
氏
の
家
臣
安
藤
家
の
養
子
と
な
っ
た
が
︑
こ
の
時
点

で
は
死
去
し
て
お
り③
︑
そ
の
子
政
貞
の
代
に
な
っ
て
い
た
︒
そ
の
明
石
安
藤
家
か
ら
祝
儀
の
使
者
が
到
着
し
た
の
は
六
月
一
九
日
︑
一
七
日
目

で
あ
る
︒﹁
去
三
日
生
ル
ヽ
女
子
︵
百
︶
ノ
方
ヘ
帷
子
二
︑
平
兵
衛
︵
政
貞
︶
内
方
送
之
︑
肴
ハ
政
興
︵
平
左
衛
門
忠
辰
︶
ヘ
平
兵
衛
到
来
也
﹂
と

あ
っ
て
︑
安
藤
家
の
現
当
主
政
貞
か
ら
山
本
家
の
当
主
平
左
衛
門
へ
﹁
肴
﹂
が
︑
そ
の
妻
か
ら
女
子
百
へ
﹁
帷
子
﹂
が
送
ら
れ
て
い
る
︒
後
者

が
前
者
︵
家
と
し
て
の
祝
儀
︶
と
区
別
し
て
︑
し
か
も
先
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
ほ
ん
ら
い
は
実
母
か
ら
出
産
し
た
娘
へ
産
着
を
与
え
る
と

い
う
儀
礼
が
意
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
︒

出
産
三
一
日
目
に
な
る
七
月
三
日
は
︑﹁
産
所
明
﹂
で
あ
る
と
し
て
産
婆
と
﹁
惣
市
﹂
が
山
本
家
に
来
て
お
り
︑
同
時
に
宮
参
り
も
行
わ
れ

た
︒﹁
惣
市
﹂
と
は
︑
中
貫
社
な
ど
田
原
郷
が
抱
え
る
巫
女
で
あ
る④
︒

今
日
娘
御
百
︑
産
所
明
相
当
故
︑
取
上
祖
母
幷
惣
市
等
来
︑
娘
︵
百
︶
中
貫
・
今
井
堂
両
社
詣

﹁
産
所
明
﹂
は
産
婦
が
床
上
げ
を
し
て
﹁
産
所
︵
産
室
︶
﹂
を
出
る
こ
と
で
︑
後
述
︵
Ｃ
︶
で
は
一
一
日
目
に
行
わ
れ
て
い
る
が
︑
こ
の
よ
う

近世前期の出産（横田）
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に
遅
れ
た
の
は
︑
七
月
七
日
に
﹁
産
後
瘧
﹂
の
記
事
が
あ
る
よ
う
に
︑
雪
の
回
復
が
遅
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
︒

こ
の
﹁
産
所
明
﹂
に
﹁
惣
市
﹂
が
来
訪
し
た
の
は
︑
後
述
す
る
︵
Ｃ
︶
で
﹁
産
所
明
︑
惣
市
女
令
清
祓
﹂
と
あ
る
よ
う
に
﹁
清
祓
﹂
を
す
る

た
め
で
あ
ろ
う
が
︑﹁
清
祓
﹂
と
は
何
か
︒
ま
ず
︑
出
産
の
ほ
ぼ
二
〇
日
前
の
五
月
一
三
日
に
行
わ
れ
た
﹁
地
祭
﹂
と
の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
︒

十
輪
寺
来
︑
荒
神
供
修
之
︑
序
ニ
女
共
来
︑
六
月
産
月
故
地
祭

﹁
荒
神
供
﹂
は
山
本
家
の
竈
神
＝
屋
敷
神
の
通
常
の
祭
祀
で
︑
菩
提
寺
十
輪
寺
の
僧
が
行
っ
た
の
で
あ
る
が
︑
そ
れ
に
合
わ
せ
て
﹁
女
共
﹂
が

参
加
し
た
﹁
地
祭
﹂
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
︒﹁
六
月
産
月
故
﹂
と
あ
る
か
ら
︑
出
産
の
準
備
・
産
室
の
設し

つ

ら
え
の
た
め
の
祭
祀
で
あ
ろ
う
︒

こ
の
﹁
六
月
産
月
﹂
に
つ
い
て
は
︑
出
産
後
の
八
月
二
日
条
に
﹁
庚
申
待
未
進
︑
営
之
︑
六
月
産
穢
故
︑
延
引
也
﹂
と
あ
っ
て
︑
庚
申
待
の
頭

役
を
ほ
ん
ら
い
は
平
左
衛
門
が
務
め
る
順
番
で
あ
っ
た
の
を
﹁
六
月
産
穢
故
﹂
に
延
期
し
て
い
た
が
︑
出
産
後
一
月
余
を
経
て
行
っ
た
と
い
う

記
事
が
あ
る
︒
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
︑
産
婦
が
﹁
産
月
﹂︵
産
褥
期
間
︶
の
間
籠
も
る
﹁
産
所
﹂
は
︑﹁
産
穢
﹂
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
認
識

さ
れ
︑
そ
の
設
定
に
は
﹁
女
共
﹂
の
﹁
地
祭
﹂
が
︑
そ
の
取
り
払
い
に
は
﹁
惣
市
﹂
に
よ
る
﹁
産
所
明
＝
清
祓
﹂
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
︒

床
上
げ
の
具
体
的
内
容
は
︑
産
婆
と
﹁
惣
市
﹂
が
︑
産
婦
の
体
を
清
拭
し
︑
産
褥
・
産
室
を
掃
除
︵
お
そ
ら
く
は
胞
衣
の
処
理
も
︶
す
る
こ
と

で
あ
る
が
︑
そ
れ
が
﹁
清
祓
﹂
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
呪
術
的
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る⑤
︒
ま
た
︑
産
所
を
設
定
し
た
﹁
地

祭
﹂
の
﹁
女
共
﹂
に
︑
産
婆
や
﹁
惣
市
﹂
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
︒

な
お
︑
こ
の
日
︑
百
は
中
貫
・
今
井
堂
両
社
に
参
詣
し
て
い
る
︒
宮
参
り
で
あ
る
︒
東
田
原
郷
の
郷
社
は
︑
中
貫
村
が
中
貫
社
を
︑
日
笠
・

大
野
・
沓
掛
三
村
が
今
井
堂
社
を
鎮
守
と
し
て
い
た
が
︑
こ
の
両
社
に
詣
で
た
の
は
︑
山
本
家
が
祖
父
弘
盛
の
代
に
中
貫
村
か
ら
大
野
村
へ
移

住
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
日
記
で
の
﹁
百
﹂
の
名
前
は
こ
こ
が
初
出
で
あ
る
が
︑
こ
の
日
に
名
付
け
と
そ
の
産
土
社
へ
の
報
告
が
お
こ

な
わ
れ
た
の
で
あ
る⑥
︒

以
上
の
経
過
か
ら
み
れ
ば
︑
産
婆
や
﹁
惣
市
﹂︑
一
門
中
や
村
の
﹁
女
共
﹂
と
い
っ
た
女
性
た
ち
の
関
わ
り
が
特
徴
的
で
あ
る
︒
そ
れ
は
出

産
が
〈家
〉と
い
う
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
︵
場
合
に
よ
っ
て
は
婚
家
の
姑
や
実
家
の
実
母
が
い
な
く
て
も
代
替
さ
れ
る
よ
う
な
︶
も
の
で
あ
り
え
た
こ
と
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を
示
し
て
い
る
︒

�

辰
行
妻
石
の
女
子
︵
十
︶
出
産
︵
Ｂ
︶

元
禄
一
六
年
︵
一
七
〇
三
︶
五
月
一
四
日
︑
平
左
衛
門
の
嫡
男
辰
行
の
妻
石
が
女
子
十
を
出
産
し
た
︒
辰
行
は
三
一
歳
︒
妻
の
石
は
︑
此
瀬

村
吉
田
長
経
の
娘
で
︑
一
六
歳
の
時
に
嫁
し
て
き
て
︑
二
〇
歳
の
こ
の
時
が
お
そ
ら
く
初
産
で
あ
っ
た
︒

こ
れ
に
先
立
つ
二
月
二
四
日
︑
平
左
衛
門
は
﹁
懐
姙
之
事
︑
賀
シ
申
﹂
た
め
に
吉
田
家
へ
赴
い
て
い
る
︒
実
際
の
出
産
か
ら
単
純
に
逆
算
す

る
と
妊
娠
七
～
八
ケ
月
目
に
な
る
︒﹃
風
俗
誌
﹄
で
懐
妊
五
ケ
月
頃
の
﹁
帯
祝
い
﹂
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
︑
日
記
に
﹁
帯
﹂
と
い
う

語
は
全
く
出
な
い
︒
妊
婦
が
懐
妊
し
た
事
実
と
そ
の
子
供
を
産
む
こ
と
を
両
家
で
確
認
す
る
と
い
う
の
が
︑
ほ
ん
ら
い
の
趣
旨
で
あ
ろ
う
︒
石

の
姑
に
あ
た
る
の
は
平
左
衛
門
の
妻
雪
で
あ
る
が
︑
雪
は
元
禄
四
年
に
死
去
し
て
い
る
︒
こ
れ
以
後
︑
産
婦
の
実
母
で
あ
る
吉
田
長
経
の
妻
が

何
度
も
山
本
家
を
訪
問
し
て
い
る
の
は
︵
三
月
五
日
﹁
為
花
見
﹂︑
二
六
日
﹁
為
訪
産
前
﹂︑
四
月
一
九
日
﹁
為
訪
娘
産
前
﹂︶
︑
妊
婦
の
健
康
管
理
の
た

め
で
あ
ろ
う
︒
一
〇
ケ
月
目
に
入
っ
た
四
月
二
二
日
に
は
再
び
平
左
衛
門
が
吉
田
家
を
訪
れ
︑﹁
辰
行
妻
産
之
節
︑
可
到
親
方
彼
方
之
日
時
之

事
申
合
﹂︑
つ
ま
り
出
産
に
際
し
て
吉
田
の
実
家
へ
帰
る
日
程
を
相
談
し
て
い
る
︒

そ
し
て
︑
出
産
の
一
〇
日
余
り
前
の
五
月
二
日
︑
石
は
︑
山
本
家
か
ら
町
と
下
女
喜
多
・
下
男
長
四
郎
を
伴
っ
て
実
家
に
帰
っ
た
︒
こ
の
年

一
八
歳
の
辰
行
の
妹
町
︵
石
の
小
姑
︶
が
同
行
し
た
の
は
︑
雪
の
代
理
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
下
女
喜
多
は
︑
も
と
も
と
﹁
妻
女
︵
雪
︶

譜
代
者
﹂︵
天
和
�
・
�
・
17
︶
で
あ
っ
た
︒

五
月
一
四
日
の
出
産
は
卯
時
︵
午
前
六
時
頃
︶
で
あ
っ
た
が
︑
知
ら
せ
を
受
け
て
︑
平
左
衛
門
と
辰
行
が
大
雨
の
中
を
駆
け
付
け
て
い
る
︒

翌
一
五
日
に
も
産
婦
を
見
舞
っ
て
い
る
が
︑
そ
の
時
は
﹁
取
揚
姥
中
庄
弥
三
郎
母
対
面
故
︑
産
所
之
謝
詞
申
入
也
﹂
と
記
さ
れ
る
︒
産
婆
に
対

し
て
﹁
産
所
之
謝
詞
﹂
を
述
べ
た
と
い
う
の
は
︑
産
婆
が
産
所
空
間
と
出
産
過
程
を
全
体
と
し
て
統
括
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
産
婆
は
南

田
原
郷
中
庄
村
の
弥
三
郎
母
と
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
も
と
は
吉
田
家
の
あ
る
此
瀬
村
と
同
じ
和
田
郷
の
和
田
村
出
身
で
あ
っ
た
︵
宝
永
	
・
�
・

近世前期の出産（横田）
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︶
か
ら
︑
実
家
の
吉
田
家
側
の
選
定
で
あ
ろ
う
︒

注
目
し
た
い
の
は
︑
一
九
日
︵
六
日
目
︶
夜
に
平
左
衛
門
が
松
井
方
菴
を
連
れ
て
吉
田
家
の
産
婦
を
見
舞
っ
て
い
る
こ
と
で
︑
方
菴
は
翌
日

の
﹁
産
所
一
七
夜
﹂
の
饗
応
に
も
︑
平
左
衛
門
・
辰
行
父
子
と
と
も
に
相
伴
し
て
い
る
︒
松
井
方
菴
は
南
都
の
者
で
︵
元
禄
16
・
�
・
�
︶
︑
お

そ
ら
く
医
者
で
あ
ろ
う
︒
産
後
の
妊
婦
の
体
調
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
た
め
に
診
察
を
受
け
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

五
月
二
四
日
は
﹁
産
屋
十
一
日
目
故
﹂︑
平
左
衛
門
は
吉
田
家
を
訪
れ
て
﹁
御
十
女
﹂
と
﹁
名
付
﹂
を
し
︑
そ
の
後
十
は
﹁
産
神
﹂
此
瀬
天

満
社
に
参
詣
し
た
︒﹁
産
屋
﹂
の
一
一
日
目
だ
か
ら
と
あ
る
の
は
︑
産
褥
を
片
付
け
産
室
が
掃
除
さ
れ
る
﹁
産
所
明
﹂
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
か
︒
産
婆
と
と
も
に
﹁
惣
市
﹂
も
来
て
い
る
︒

孫
女
産
屋
十
一
日
目
故
︑
予
到
吉
田
家
而
︑
名
令
付
之
︑
号
御
十
女
︑
其
後
御
十
︑
産
神
天
満
宮
参
詣

巳
時
︑
当
家
代
々
東
田
原
住
宅
故
︑
以
中
貫
・
今

井
堂
両
社
雖
為
産
社
︑
御
十
此
瀬
村
之
産
故
︑
以
天
満
為
産
社
事
︑
当
家
初
例
也
︵
元
禄
16
・
�
・
24
︶

山
本
家
は
東
田
原
郷
︵
中
貫
村
↓
大
野
村
︶
に
居
住
し
て
い
る
の
で
︑
和
田
郷
の
此
瀬
天
満
社
を
﹁
産
社
﹂
と
す
る
こ
と
は
﹁
当
家
初
例
也
﹂

と
述
べ
て
い
る
︒
石
が
此
瀬
村
に
あ
る
実
家
吉
田
家
で
初
産
を
し
た
た
め
︑
十
の
﹁
産
社
﹂
は
山
本
家
の
あ
る
東
田
原
郷
の
今
井
堂
社
や
中
貫

社
で
は
な
く
︑
和
田
郷
此
瀬
村
の
此
瀬
天
満
社
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︵
な
お
︑
広
い
意
味
で
の
田
原
郷
は
︑
東
田
原
・
南
田
原
・
和
田
・
矢
田
原
等
の

各
郷
を
ふ
く
む
︶
︒︿
家
﹀
の
鎮
守
神
で
は
な
く
︑
出
生
し
た
そ
の
土
地
の
鎮
守
を
﹁
産
神
﹂﹁
産
社
﹂
と
す
る
の
は
︑
よ
り
古
い
形
を
伝
え
て
い

る
と
思
わ
れ
る
︒
こ
の
後
︑
十
が
八
歳
の
時
に
此
瀬
天
満
社
造
替
の
費
用
を
﹁
氏
子
﹂
並
に
負
担
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
︵
宝
永
	
・
�
・
23
︶
︒

こ
こ
で
平
左
衛
門
は
﹁
産
社
﹂
が
変
わ
る
こ
と
を
﹁
当
家
初
例
﹂
と
述
べ
て
い
る
か
ら
︑
初
産
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
婚
家
で
産
む
の
を

常
態
と
す
る
観
念
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
実
際
︑
平
左
衛
門
の
妻
雪
は
︑
長
男
出
産
の
時
も
山
本
家
で
出
産
し
て
い
た
︵
長
女
百
出
産
と
同
じ

産
婆
︶
︒
そ
れ
で
も
実
家
で
の
出
産
を
﹁
初
例
﹂
と
し
て
認
め
た
の
は
︑
姑
雪
が
す
で
に
死
去
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
︒

こ
の
日
は
︑
此
瀬
天
満
宮
参
詣
後
︑
吉
田
家
で
昼
飯
の
饗
応
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
出
席
者
は
︑
平
左
衛
門
の
ほ
か
︑
町
が
﹁
表
向
之
客
﹂
と

し
て
﹁
出
座
﹂︑
同
じ
く
下
女
喜
多
︑
お
よ
び
産
婆
と
﹁
惣
市
﹂
で
あ
っ
た
︒
こ
こ
で
も
町
が
姑
雪
の
代
行
を
し
て
い
る
︒
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平
左
衛
門
は
帰
村
後
︑
大
野
村
の
村
中
棟
別
に
﹁
産
屋
餅
﹂
を
二
つ
づ
つ
賦
っ
て
お
り
︑
六
月
一
三
日
︵
出
産
三
〇
日
目
︶
に
は
中
貫
村
中

に
︑
村
か
ら
の
祝
儀
＝
鳥
目
三
〇
〇
文
へ
の
返
礼
と
し
て
︑﹁
産
所
為
悦
餅
﹂
を
賦
っ
て
い
る
︒

さ
ら
に
六
月
二
一
日
に
は
︑﹁
産
生
之
祝
﹂
と
し
て
︑﹁
当
村
姥
共
﹂
が
餅
・
米
を
持
参
し
て
い
る
が
︑
そ
の
﹁
惣
代
﹂
は
﹁
九
右
衛
門
妻
・

彦
右
衛
門
妻
・
九
一
郎
祖
母
・
助
次
郎
妻
・
新
右
衛
門
妻
等
﹂
と
い
う
大
野
村
の
既
婚
女
性
た
ち
で
あ
り
︑
こ
れ
が
前
述
し
た
よ
う
な
﹁
女
房

座
﹂
の
女
性
た
ち
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
︒
な
お
︑
こ
の
う
ち
九
右
衛
門
妻
の
場
合
︑
自
分
の
娘
は
二
年
続
け
て
そ
の
﹁
嬰
児
﹂
を
産
後
す

ぐ
に
死
な
せ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︵
元
禄
12
・
�
・
11
︑
δ
�
︑
後
述
︶
︒

六
月
二
九
日
︵
出
産
四
六
日
目
︶
︑
石
と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
娘
十
は
山
本
家
へ
帰
宅
す
る
︒
そ
の
際
山
本
家
か
ら
迎
え
に
い
っ
た
下
女
喜
多

等
三
人
に
は
饋
白
餅
・
干
魚
が
与
え
ら
れ
た
︒
ま
た
︑
吉
田
家
か
ら
付
き
添
っ
て
き
た
下
女
二
人
に
は
﹁
産
之
節
粉
骨
之
労
﹂
と
し
て
夫
の
辰

行
か
ら
鳥
目
一
〇
〇
文
・
木
綿
足
袋
一
足
づ
つ
が
与
え
ら
れ
た
か
ら
︑
実
家
で
世
話
を
し
て
い
た
の
が
こ
の
二
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒
他
方
︑

吉
田
家
か
ら
は
︑
産
婦
の
﹁
土
産
﹂
と
し
て
赤
飯
・
干
魚
が
贈
ら
れ
︑
喜
多
に
も
鳥
目
一
〇
〇
文
と
紙
等
が
贈
ら
れ
た
︒
そ
し
て
翌
晦
日
︑
山

本
家
で
の
祝
宴
が
開
か
れ
た
︒

御
十
女
・
同
母
(石
)︑
昨
日
依
令
帰
家
︑
今
日
吉
田
氏
・
横
田
氏
両
家

各
上
衆
分
不
残
︑
男
女
十
三
人
︑
幷
取
上
姥
︑
左
助

又
七
妻
・
娘
・
清
五
郎
母
・
同

妻
・
同
女
子
二
人
・
半
六
母
・
一
八
・
猪
之
助
︑
已
上
家
来
十
一
人
︑
上
下
合
廿
四
人
︑
夕
食
饗
応
︑
此
事
昨
日
可
令
営
之
処
︑
昨
日
者
︑
前
御
領
主
御
忌
日
故

令
遠
慮
︑
今
日
営
之
也
︵
元
禄
16
・
�
・
晦
︶

吉
田
氏
と
山
本
一
門
で
あ
る
横
田
両
家
の
﹁
上
衆
﹂
男
女
一
三
人
の
ほ
か
︑
産
婆
︑
そ
し
て
山
本
家
の
﹁
家
老
﹂
で
あ
る
左
助
︑
家
来
又
七
の

妻
・
娘
︑
清
五
郎
の
母
・
妻
・
女
子
二
人
︑
半
六
の
母
・
弟
一
八
︑
猪
之
助
ら
一
一
人
︑
上
下
あ
わ
せ
て
二
四
人
が
招
か
れ
て
い
る
︒
こ
こ
で

も
大
半
が
女
性
た
ち
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
︒
な
お
︑﹁
上
衆
﹂
に
は
一
門
中
の
横
田
重
頼
の
妻
も
招
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
︑

彼
女
も
ま
た
元
禄
一
二
年
に
﹁
稚
児
﹂
を
亡
く
し
︵
後
述
Ｆ
�
︶
︑
こ
の
二
ヶ
月
前
に
も
胞
衣
が
下
り
ず
Ê
死
の
難
産
を
乗
り
切
っ
た
ば
か
り
で

あ
っ
た
︵
Ｆ
�
︶︒
ま
た
︑
家
来
又
七
妻
は
三
ヶ
月
前
に
女
子
を
出
産
し
た
ば
か
り
で
あ
り
︵
元
禄
16
・
�
・
24
︑
β
�
︶
︑
こ
こ
に
連
れ
て
き
た

近世前期の出産（横田）
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娘
は
そ
の
女
子
で
あ
ろ
う
が
︑
こ
の
三
年
後
に
は
﹁
半
産
﹂
で
死
亡
す
る
︵
宝
永
�
・
	
・
18
︑
β
�
︶
︒
半
六
母
も
来
て
い
る
が
︑
そ
の
娘
与

津
︵
半
六
妹
︶
は
二
ケ
月
前
に
﹁
難
産
﹂
で
死
亡
し
て
い
た
︵
元
禄
16
・
�
・
23
︑
β
	
︶
︒
祝
宴
に
参
加
し
た
女
性
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
︑
さ
ま
ざ

ま
な
〈出
産
経
験
〉を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

七
月
四
日
に
は
︑
辰
行
妻
の
﹁
乳
汁
不
足
﹂
の
記
事
が
あ
り
︑
養
生
の
た
め
鮒
を
得
よ
う
と
し
た
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
︒

結
局
八
月
一
二
日
以
降
二
九
日
ま
で
︑
彼
女
の
悪
寒
・
発
熱
・
瘧
疾
︑
母
乳
不
足
の
た
め
︑
毎
夜
︑
十
輪
寺
の
家
来
助
三
郎
の
妻
か
ら
乳
を
も

ら
っ
て
い
る
︒
な
お
︑
助
三
郎
妻
は
︑
四
年
前
に
難
産
で
吐
血
・
痙
攣
し
て
重
体
と
な
り
横
田
重
頼
の
﹁
医
療
﹂
を
う
け
て
い
る
︵
元
禄
12
・

12
・
20
︑
21
︑
β
�
︶
︒
こ
の
時
助
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
︑
こ
こ
は
お
そ
ら
く
後
妻
で
あ
ろ
う
︒

な
お
︑
宝
永
七
年
︵
一
七
一
〇
︶
三
月
八
日
︑
八
歳
に
な
っ
た
十
が
流
行
中
の
痘
瘡
に
罹
り
全
快
し
た
時
︑﹁
痘
之
祝
儀
﹂
と
し
て
︑
十
の
産

婆
で
あ
っ
た
弥
三
郎
母
︵
出
産
時
は
中
庄
村
で
弥
兵
衛
後
家
︑
こ
の
時
は
南
都
今
井
町
で
馬
借
を
し
て
い
る
子
弥
三
郎
と
一
所
に
住
ん
で
い
た
︶
に
︑
赤
飯

が
送
ら
れ
て
い
る
︒
無
事
に
出
生
し
た
子
と
産
婆
と
の
親
密
な
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

�

辰
行
妻
石
の
男
子
︵
源
次
︶
出
産
︵
Ｃ
︶

宝
永
七
年
︵
一
七
一
〇
︶
九
月
一
四
日
︑
辰
行
の
妻
石
は
男
子
源
次
を
婚
家
の
山
本
家
で
出
産
し
た
︒
辰
行
は
三
八
歳
︑
妻
石
は
二
七
歳
で

あ
る
︒︵
Ｂ
︶
で
の
十
の
出
産
か
ら
七
年
経
っ
て
い
る
が
︑
産
婆
は
十
の
時
と
同
じ
弥
三
郎
母
で
あ
っ
た
︒
前
述
し
た
十
の
﹁
痘
之
祝
儀
﹂
は

三
月
で
︑
今
回
の
出
産
か
ら
逆
算
す
る
と
妊
娠
三
ケ
月
で
︑
未
だ
次
の
出
産
を
予
定
す
る
時
期
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
︑
出
産
の
前
月

閏
八
月
二
〇
日
に
来
訪
し
て
い
る
の
は
︑
間
違
い
な
く
新
た
な
出
産
の
準
備
で
あ
ろ
う
︵﹁
地
祭
﹂
か
も
し
れ
な
い
︶
︒
こ
の
日
は
矢
田
原
に
い
る

娘
の
所
に
赴
い
て
お
り
︵
息
子
弥
三
郎
の
居
る
南
都
で
は
直
ぐ
に
駆
け
つ
け
ら
れ
な
い
︶
︑
出
産
当
日
も
山
本
家
か
ら
遣
わ
し
た
迎
え
の
駕
籠
で
矢
田

原
か
ら
来
て
い
る
︒
平
産
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
出
産
当
日
の
一
四
日
以
降
二
一
日
ま
で
︑﹁
産
婦
懇
意
之
者
﹂
と
し
て
此
瀬
村
の
久
蔵
妻
が
雇

わ
れ
て
い
る
︵
宝
永
	
・
�
・
21
︶
︒
此
瀬
村
は
実
家
吉
田
家
が
あ
る
か
ら
︑
産
婆
と
同
じ
く
︑
初
産
の
時
の
補
助
者
が
そ
の
ま
ま
望
ま
れ
た
の
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で
あ
ろ
う
︒

こ
の
よ
う
に
︑
平
左
衛
門
妻
雪
の
場
合
で
も
︑
辰
行
妻
石
の
場
合
で
も
︑
産
婆
が
同
じ
産
婦
に
﹁
佳
例
﹂
と
し
て
継
続
し
て
﹁
雇
﹂
わ
れ
た

の
は
︑﹁
惣
市
﹂
の
よ
う
に
郷
村
や
地
域
単
位
で
担
当
す
る
関
係
を
も
つ
の
で
は
な
く
︑﹁
懇
意
﹂
と
い
う
言
葉
で
表
わ
さ
れ
る
よ
う
な
︑
妊
婦

と
の
間
に
形
成
さ
れ
た
親
密
な
個
人
的
関
係
に
よ
っ
た
の
で
あ
り
︑
そ
れ
は
出
産
後
も
宮
参
り
や
百
日
祝
︑
痘
瘡
祝
な
ど
の
儀
礼
を
重
ね
る
こ

と
で
維
持
さ
れ
て
い
た
︒
そ
こ
に
は
︑
子
の
成
長
を
見
守
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
︑
母
の
体
調
・
懐
妊
管
理
︵
お
よ
び
︑
こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
て

き
た
出
産
調
整
︶
と
い
う
役
割
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

九
月
二
四
日
︑
出
産
か
ら
一
一
日
後
の
﹁
産
所
明
﹂
に
は
﹁
惣
市
女
﹂
に
よ
る
﹁
清
祓
﹂
が
お
こ
な
わ
れ
︑
平
左
衛
門
に
よ
っ
て
源
次
と
名

付
け
ら
れ
た
︒
中
貫
社
・
今
井
堂
社
へ
の
﹁
宮
参
﹂
で
は
︑﹁
惣
市
﹂
に
よ
る
神
楽
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
昼
飯
饗
応
︵﹁
産
明
之
祝
﹂︶
で
は
︑
東

屋
横
田
重
頼
の
母
・
妻
︑
吉
田
長
経
の
男
子
房
経
︵
石
の
実
兄
︶
の
妻
︑
家
来
清
五
郎
妻
な
ど
︑
十
出
産
の
時
の
祝
宴
と
同
じ
く
﹁
上
衆
分
﹂

と
﹁
家
来
﹂
の
女
性
た
ち
が
招
か
れ
︑
産
婆
と
﹁
惣
市
﹂︑﹁
産
婦
懇
意
﹂
の
久
蔵
妻
が
参
加
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
﹁
三
家
来
子
共
﹂
が
参
加
し

て
い
る
の
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
︒

稚
子
産
生
今
日
十
一
日
立
故
︑
産
所
明
︑
惣
市
女
令
清
祓
︑
名
ヲ
号
山
本
源
次
︑
中
貫
社
・
今
井
堂
社
参
詣
︑
於
両
社
惣
市
奏
神
楽
︑
帰
家
︑
祝
之
昼
飯

有
之
︑
客
︑
重
頼
母
・
同
妻

不
参
病
・
房
経
妻

不
参
・
惣
市
・
清
五
郎
妻
・
□
□
□
三
家
来
子
共
・
取
上
姥
・
久
蔵
妻
等
也

○
源
次
宮
参
︑
中
貫
初
・

今
井
堂
□
両
社
共
︑
巳
之
後
事
済
︑
飯
後
一
睡
而
小
雨
︵
宝
永
	
・
�
・
24
︶

二
五
日
に
は
︑
産
婆
に
﹁
産
所
粉
骨
為
礼
﹂
と
し
て
夫
辰
行
か
ら
鳥
目
一
貫
文
・
干
魚
一
〇
・
餅
等
が
︑
産
婦
よ
り
足
袋
一
足
・
半
紙
一
帖

が
贈
ら
れ
︑
二
七
日
に
は
久
蔵
妻
に
銀
子
五
匁
・
足
袋
一
足
・
餅
五
が
贈
ら
れ
た
︒
前
述
し
た
下
女
ら
に
与
え
ら
れ
た
礼
が
銭
一
〇
〇
文
づ
つ
︑

久
蔵
妻
の
銀
五
匁
は
銭
三
三
〇
文
ほ
ど
だ
か
ら
︑
産
婆
へ
の
銭
一
貫
文
は
︑
久
蔵
妻
の
三
倍
︑
下
女
の
一
〇
倍
に
な
る
︒
そ
れ
が
産
婆
の
技
術

料
に
相
当
す
る
と
い
え
よ
う
か
︒

産
後
一
〇
〇
日
に
あ
た
る
一
二
月
二
四
日
に
は
︑﹁
寸
志
之
祝
﹂
と
し
て
︑
産
婆
の
弥
三
郎
母
か
ら
十
と
源
次
に
﹁
歳
末
祝
儀
﹂
が
届
け
ら

近世前期の出産（横田）
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れ
て
い
る
︒

�

小

括

第
一
は
︑
出
産
が
女
性
た
ち
の
協
働
で
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
︒
実
母
や
一
門
・
親
類
の
女
性
た
ち
︑﹁
懇
意
﹂
の
女
性
や
﹁
譜
代
﹂

の
下
女
︑
家
来
の
母
・
妻
と
い
っ
た
親
密
な
女
性
た
ち
だ
け
で
な
く
︑﹁
取
上
婆
﹂
や
﹁
惣
市
﹂
と
い
っ
た
技
能
を
も
つ
女
性
︑
さ
ら
に
﹁
当

村
女
共
﹂﹁
当
村
姥
共
︵
既
婚
女
性
︶
﹂
な
ど
村
︵
女
房
座
︶
の
女
性
た
ち
で
あ
る
︒
こ
こ
で
重
要
な
の
は
︑
彼
女
た
ち
自
身
も
︑
出
産
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
︑
だ
か
ら
こ
そ
︑
産
婦
の
不
安
と
恐
れ
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
︑
無
事
安
産
で
あ
っ
た
と
き
の

祝
意
に
は
実
意
が
籠
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
︒
そ
の
共
通
体
験
・
共
有
さ
れ
た
意
識
に
こ
そ
親
密
性
の
根
拠
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

そ
れ
は
︑
同
じ
産
婆
が
継
続
さ
れ
る
理
由
で
も
あ
ろ
う
︒

第
二
に
︑﹁
地
祭
﹂
か
ら
﹁
産
所
明
﹂
に
い
た
る
一
月
余
り
の
﹁
産
月
﹂
期
間
に
は
︑﹁
産
穢
﹂
を
軸
と
す
る
呪
術
的
な
要
素
が
濃
厚
に
支
配

し
て
い
る
︒
親
密
性
と
は
別
の
こ
の
呪
術
性
も
ま
た
︑﹁
女
共
﹂
の
﹁
地
祭
﹂
か
ら
﹁
惣
市
女
﹂
に
よ
る
﹁
清
祓
﹂
ま
で
︑
女
性
た
ち
に
よ
っ

て
担
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

特
に
﹁
惣
市
﹂
が
す
べ
て
の
﹁
産
所
明
﹂
に
お
い
て
﹁
清
祓
﹂
を
行
い
︑︵
Ｃ
︶
で
は
宮
参
り
の
際
﹁
神
楽
﹂
を
奏
し
た
こ
と
に
注
目
し
て

お
き
た
い
︒﹁
惣
市
﹂
は
産
婦
と
の
個
人
的
関
係
と
い
う
よ
り
は
︑
郷
抱
え
の
よ
う
で
あ
り
︑
郷
社
祭
礼
で
の
湯
立
神
事
や
神
楽
だ
け
で
な
く
︑

氏
子
の
山
本
家
の
馬
が
病
死
し
た
時
に
は
厩
の
﹁
掃
除
﹂
に
呼
ば
れ
て
︑﹁
馬
之
余
気
令
払
捨
﹂
た
め
に
厩
口
で
﹁
祓
﹂
を
し
て
い
る⑦
︒

第
三
に
︑
出
産
後
の
六
日
・
一
一
日
・
三
〇
日
等
が
節
目
と
な
っ
て
︑
初
祝
・
六
日
祝
・
産
所
明
・
名
付
・
産
土
神
へ
の
宮
参
り
︑
あ
る
い

は
村
落
へ
の
披
露
や
祝
宴
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
産
育
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
し
か
も
︑﹁
産
所
明
﹂・
宮
参
り
・
名
付
は
︑
雪
の

場
合
は
三
一
日
目
︵
Ａ
︶︑
石
の
場
合
は
一
一
日
目
︵
Ｂ
・
Ｃ
︶
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
形
式
化
し
て
お
ら
ず
︑
産
婦
の
産
後
の
回
復
状

況
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
︒
産
育
儀
礼
と
は
︑
子
の
生
育
儀
礼
で
も
あ
る
が
︑
何
よ
り
も
母
の
産
の
儀
礼
な
の
で
あ
る
︒

16 (280)



第
四
に
︑
家
父
長
男
性
の
役
割⑧
︒
こ
こ
で
の
平
左
衛
門
は
夫
・
義
父
で
あ
る
が
︑
そ
の
最
も
目
に
見
え
る
役
割
は
﹁
名
付
﹂
で
あ
る
︒
そ
れ

は
宮
参
り
と
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
︑
山
本
家
の
子
で
あ
る
こ
と
の
認
定
と
そ
の
村
共
同
体
や
宮
座
へ
の
媒
介
で
あ
る
︒
特
に
男
子
で
あ
る
場
合
︑

た
と
え
ば
辰
行
が
五
歳
の
時
に
は
中
貫
社
の
﹁
五
歳
頭
﹂
を
勤
め
さ
せ
て
い
る
︵
延
宝
�
・
�
・
24
︶
︒

①

女
房
座
に
つ
い
て
は
︑
田
端
泰
子
﹁
大
名
領
国
規
範
と
村
落
女
房
座
﹂︵﹃
日
本

女
性
史
﹄
二
︑
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
八
二
年
︶︑
加
藤
美
恵
子
﹁﹃
女
﹄
の
座

か
ら
女
房
座
へ
﹂︵﹃
母
性
を
問
う
﹄
上
︑
人
文
書
院
︑
一
九
八
五
年
︶︑
黒
田
弘

子
﹁
中
世
後
期
の
村
の
女
た
ち
﹂︵﹃
日
本
女
性
生
活
史
﹄
二
︑
東
京
大
学
出
版
会
︑

一
九
九
〇
年
︶
な
ど
が
そ
の
存
在
を
実
証
し
て
い
る
が
︑
出
産
に
か
か
わ
る
協
働

に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
︒

②

横
田
直
頼
は
︑
も
と
柳
生
陣
屋
に
出
仕
し
た
武
士
で
あ
っ
た
が
︑
病
気
︵
延
宝

�
・
�
・
16
︶
の
た
め
帰
村
し
︑﹁
松
永
昌
三
に
学
び
︑
学
問
多
彩
の
人
と
い
わ

れ
た
﹂︵
平
山
前
掲
﹁
郷
士
家
の
家
族
的
周
辺
﹂︶︒
医
療
に
つ
い
て
は
︑﹁
直
頼
薬

用
之
﹂︵
延
宝
�
・
�
・
25
︶︑﹁
直
頼
療
治
﹂︵
天
和
�
・
�
・
29
︶
な
ど
︒

③

延
宝
五
年
︵
一
六
七
七
︶
一
一
月
一
一
日
条
に
﹁
妻
女
亡
父
安
藤
平
兵
衛
十
三

回
忌
﹂
と
あ
る
の
で
︑
寛
文
五
年
︵
一
六
六
五
︶
没
︒
ま
た
︑
産
衣
が
弟
の
妻
か

ら
贈
ら
れ
た
こ
と
か
ら
い
え
ば
︑
雪
の
実
母
も
死
亡
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒

④

﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄︵
小
学
館
︶
は
︑﹁
そ
の
い
ち

園
市
・
惣
市
﹂
の
項
で

﹁
村
落
に
住
む
巫
女
︒
奈
良
県
・
京
都
府
あ
た
り
で
い
う
﹂
と
解
説
す
る
︒
ま
た
︑

﹃
日
本
歴
史
地
名
大
系

京
都
府
の
地
名
﹄
の
京
都
府
八
幡
市
山
本
町
の
項
も
︑

石
清
水
八
幡
社
の
麓
の
﹁
馬
場
町
辺
り
に
住
む
巫
女
の
中
に
神
前
神
楽
で
惣
市
・

権
市
を
勤
め
る
者
が
あ
﹂
る
と
す
る
︒
日
記
で
は
︑﹁
惣
ノ
市
﹂︵
貞
享
�
・
	
・

23
︶
と
も
書
か
れ
る
か
ら
﹁
そ
う
の
い
ち
﹂
と
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
︒
毎
年
九
月

二
五
日
の
中
貫
社
の
宵
宮
で
︑﹁
御
湯
立
﹂
神
事
を
し
た
り
︵
元
禄
�
・
�
・
24
︶︑

御
神
楽
を
奏
し
て
お
り
︵
延
宝
五
年
・
貞
享
三
年
・
享
保
二
年
︶︑
平
左
衛
門
の

伯
母
が
参
詣
し
た
時
に
も
請
う
て
御
神
楽
を
奏
し
て
も
ら
い
︵
元
禄
�
・
�
・

20
︶︑
父
政
信
の
﹁
疫
痢
立
願
成
就
﹂
で
は
今
井
堂
社
で
﹁
御
湯
執
行
﹂
湯
立
神

事
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
︵
貞
享
�
・
閏
�
・
13
︶︒

と
こ
ろ
が
︑
貞
享
三
年
︵
一
六
八
六
︶
九
月
二
五
日
の
中
貫
社
﹁
夜
宮
奉
幣
神

楽
﹂
は
﹁
惣
市
種
女
初
出
仕
﹂
と
な
っ
た
︒
彼
女
は
日
笠
村
中
尾
家
の
娘
で
常
念

吉
助
の
妻
と
な
り
︑﹁
当
年
︑
姥
惣
市
受
譲
﹂
け
て
い
た
が
︑﹁
一
家
之
清
助
﹂
が

こ
れ
に
故
障
を
申
し
︑
結
局
種
が
理
運
と
い
う
こ
と
で
︑
当
祭
か
ら
初
出
仕
し
た

も
の
で
あ
る
︵
貞
享
�
・
�
・
25
︶︒
常
念
吉
助
は
七
月
二
二
日
・
八
月
四
日
に

も
平
左
衛
門
に
相
談
に
来
て
い
た
が
︑﹁
悉
以
彼
職
論
事
﹂
と
あ
る
の
で
︑﹁
惣
市

職
﹂
は
権
利
化
し
て
い
た
よ
う
で
︑
一
〇
月
一
七
日
に
は
﹁
新
惣
市
種
女
﹂
が
初

め
て
﹁
初
尾
米
﹂
を
貰
い
に
来
て
い
る
か
ら
得
分
権
も
付
随
し
て
い
た
︒﹁
前
惣

市
﹂
は
六
年
後
︑
八
九
歳
で
死
去
し
た
︵
元
禄
�
・
�
・
25
︶︒
な
お
︑
山
本
家

の
下
女
夏
が
︑
水
間
村
の
父
甚
右
衛
門
方
へ
帰
り
︑﹁
丹
生
村
之
農
夫
方
﹂
に
嫁

し
た
際
︑
婚
家
は
﹁
丹
生
村
之
巫
家
﹂
で
あ
り
︑﹁
巫
女
﹂
を
勤
め
る
こ
と
に
な

る
と
す
る
記
事
も
あ
る
︵
元
禄
12
・
�
・
26
︑
	
・
	
︶︒

⑤

﹃
風
俗
誌
﹄
の
﹁
産
所
明
﹂
の
項
で
は
︑
産
婦
の
清
拭
と
と
も
に
︑
産
室
の
掃

除
・
換
気
が
な
さ
れ
︑﹁
酒
掃
﹂
や
塩
の
撒
布
︑﹁
御
幣
﹂
に
よ
る
﹁
祓
い
﹂
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︵
添
上
郡
月
瀬
村
・
奈
良
市
・
生
駒
郡
平
群

村
・
同
生
駒
村
な
ど
︶︒
ま
た
︑
胞
衣
や
産
褥
な
ど
の
不
浄
物
の
処
理
に
つ
い
て
︑

も
と
も
と
産
室
の
床
下
や
屋
敷
地
内
に
埋
め
て
い
た
の
が
︑
明
治
の
﹁
清
潔
法
施

行
以
来
﹂︑
墓
地
や
山
林
︵﹁
胞
衣
藪
﹂︶
に
埋
め
た
り
焼
却
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
︵
生
駒
郡
生
駒
村
・
山
辺
郡
朝
和
村
な
ど
︶
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

⑥

﹃
風
俗
誌
﹄﹁
宮
参
﹂﹁
名
付
﹂
の
項
に
︑﹁
十
一
日
目
ニ
氏
神
ヘ
参
拝
シ
︑
命

近世前期の出産（横田）
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名
ノ
コ
ト
ヲ
奉
告
ス
﹂︵
添
上
郡
狭
川
村
︶︑﹁
十
一
日
目
ニ
生
児
ノ
額
ニ
命
名
シ

⁝
⁝
氏
神
ニ
詣
ヅ
︑
コ
ノ
時
仲
間
入
リ
ノ
タ
メ
村
内
児
童
ニ
菓
子
ヲ
分
与
ス
﹂

︵
添
上
郡
五
ケ
谷
村
︶
な
ど
と
︑
子
の
名
前
の
産
土
社
の
神
前
へ
の
報
告
と
︑
村

な
い
し
子
供
組
へ
の
加
入
確
認
で
あ
ろ
う
︒

⑦

山
本
家
の
馬
の
病
気
に
は
﹁
医
巧
者
﹂
が
呼
ば
れ
て
い
る
︒﹁
死
馬
﹂
は
﹁
畜

生
墓
﹂
に
運
ば
れ
﹁
如
法
﹂
捨
て
ら
れ
た
が
︑
翌
日
︑
厩
の
﹁
掃
除
﹂
に
際
し
︑

﹁
馬
之
余
気
令
払
捨
﹂
た
め
に
﹁
惣
市
﹂
が
招
か
れ
︑﹁
於
厩
口
令
祓
﹂
た
︵
元

禄
16
・


・
�
︑
�
︶︒
他
の
地
域
で
は
︑
こ
う
し
た
役
割
が
女
性
で
は
な
く
︑

非
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
︒
山
中
前
掲
論
文
の
河
内
の
例
で
は
︑
産

婆
が
産
褥
の
処
理
を
し
て
お
り
︑
産
婆
の
賤
視
︵
た
と
え
ば
︑
大
藤
前
掲
書
︑
五

八
～
五
九
頁
︶
も
ふ
く
め
︑
今
後
の
課
題
で
あ
る
︒
な
お
中
世
で
は
︑
巫
女
が
安

産
の
祈
願
を
行
う
例
が
あ
る
︵
保
立
道
久
﹁
出
産
の
情
景
﹂﹃
中
世
の
愛
と
従
属
﹄

平
凡
社
︑
一
九
八
六
年
︶︒

⑧

﹃
風
俗
誌
﹄
に
は
夫
に
よ
る
﹁
腰
抱
き
﹂
を
記
す
村
も
あ
る
が
︵
添
上
郡
月
瀬

村
︶︑
平
左
衞
門
の
日
記
で
は
不
明
︒
ま
た
︑
生
類
憐
れ
み
令
以
後
︵
Ｂ
・
Ｃ
︶

で
も
﹁
赤
子
制
道
役
﹂
の
よ
う
な
男
性
村
役
人
の
介
入
も
︑
今
の
と
こ
ろ
読
み
と

れ
な
い
︵
下
男
の
名
が
見
え
る
が
︑
実
家
へ
帰
る
時
の
荷
物
運
び
か
︶︒

(
二
)

親
類
・
家
来
の
出
産

こ
の
よ
う
に
山
本
家
の
出
産
に
は
一
門
中
や
親
類
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関
わ
っ
た
が
︑
本
章
で
は
︑
逆
に
親
類
関
係
の
出
産
に
山
本
家
が
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
と
い
う
記
事
を
見
た
い
︒
た
だ
︑
以
下
の
事
例
は
す
べ
て
平
左
衛
門
の
妻
雪
が
元
禄
四
年
︵
一
六
九
一
︶
七
月
に
三
六

歳
で
死
去
し
た
後
に
な
る
︒
ほ
ん
ら
い
は
山
本
家
の
妻
雪
の
役
割
は
大
き
い
は
ず
だ
が
︑
日
記
か
ら
は
不
明
で
あ
る
︒

�

吉
田
長
経
妻
の
出
産
︵
Ｄ
︶

元
禄
五
年
︵
一
六
九
二
︶
二
月
二
日
︑
吉
田
八
左
衛
門
長
経
妻
の
女
子
︵
鍋
︶
出
産
の
場
合
が
知
ら
れ
る
︒

吉
田
家
は
も
と
箸
尾
村
の
国
人
で
あ
っ
た
が
︑
一
時
牢
人
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑
長
経
の
時
︑
寛
文
六
年
︵
一
六
六
六
︶
此
瀬
村
の
土
地

を
買
得
し
て
延
宝
六
年
︵
一
六
七
八
︶
に
移
住
し
︑
こ
の
頃
か
ら
山
本
家
と
の
関
係
が
は
じ
ま
る①
︒
平
左
衛
門
は
長
経
よ
り
七
歳
年
長
で
あ
っ

た
の
で
︑
天
和
二
年
︵
一
六
八
二
︶
に
長
経
が
藤
堂
藩
家
臣
高
田
道
漸
の
娘
と
結
婚
し
た
際
は
︑
平
左
衛
門
が
媒
を
し
︑
妻
雪
が
﹁
婚
礼
之
作

法
諸
式
﹂
を
世
話
し
た
︵
天
和
�
・
�
・
29
︶
︒
長
経
に
は
二
男
二
女
が
生
ま
れ
︑
長
女
石
︵
天
和
三
年
生
れ
︶
は
こ
の
あ
と
元
禄
一
二
年
︵
一
六
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九
九
︶
に
平
左
衛
門
の
子
辰
行
の
妻
︵
つ
ま
り
山
本
家
の
嫁
︶
と
な
る
が
︑
こ
の
時
生
ま
れ
た
の
は
次
女
の
鍋
︵
後
の
芝
葛
光
妻
︶
で
︑
平
左
衛
門

は
長
経
夫
妻
の
後
見
的
な
立
場
で
あ
る
︒

出
産
は
婚
家
の
吉
田
家
で
行
わ
れ
︑
平
左
衛
門
は
︑
産
前
に
二
度
︑
産
後
す
ぐ
に
も
二
度
吉
田
家
を
訪
れ
︵
元
禄
�
・
�
・


～
�
・
�
︶
︑

二
月
五
日
に
は
吉
田
家
に
﹁
産
之
祝
儀
餅
﹂
一
九
箇
を
送
っ
て
い
る
︒

こ
の
時
は
︑
産
婦
の
実
家
伊
賀
上
野
の
高
田
家
か
ら
実
母
是
閑
︵
高
田
道
漸
妻
︶
が
︑
出
産
の
一
ヶ
月
余
り
前
の
前
年
一
二
月
か
ら
﹁
産
之

用
﹂
で
吉
田
家
に
来
て
︑
二
月
一
三
日
に
伊
賀
上
野
に
帰
っ
て
い
る
︒
前
日
一
二
日
が
産
後
一
一
日
目
に
あ
た
る
か
ら
︑
出
産
に
立
ち
会
い
︑

産
所
明
︵
床
上
げ
︶
や
名
付
等
の
儀
式
を
済
ま
せ
︑
一
段
落
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︒

た
だ
︑
長
経
妻
は
︑
産
後
の
肥
立
ち
が
悪
く
︑﹁
為
腹
瀉
養
性
﹂
あ
る
い
は
﹁
患
産
後
脾
胃
虚
︑
為
養
性
﹂︑
三
月
一
五
日
に
医
師
吉
岡
涼
哲

の
も
と
で
治
療
を
う
け
る
た
め
奈
良
に
滞
在
し
︑
よ
う
や
く
四
月
一
〇
日
に
快
方
し
て
帰
家
し
た
︒

�

岡
本
八
左
衛
門
家
︵
姉
妙
寿
の
婚
家
︶
の
嫁
佐
与
の
出
産
︵
Ｅ
︶

︵
Ｄ
︶
と
ほ
ぼ
同
時
期
︑
元
禄
五
年
︵
一
六
九
二
︶
一
月
二
三
日
に
︑
山
辺
郡
福
住
郷
の
岡
本
八
左
衛
門
家
で
︑
嫁
佐
与
が
男
子
︵
由
松
︶
を

出
産
し
た
︒
岡
本
家
は
藤
堂
藩
無
足
人
と
推
定
さ
れ
︑
平
左
衛
門
の
姉
妙
寿②
が
嫁
し
て
い
た
︒
佐
与
は
そ
の
嫡
男
権
右
衛
門
の
妻
で
あ
る
︒

と
こ
ろ
が
︑
妙
寿
︵
五
四
歳
︶
は
︑
平
左
衛
門
の
妻
雪
が
前
年
に
死
去
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︑
自
分
の
娘
辻
︵
こ
の
時
針
村
源
七
妻
︑
元

禄
�
・
�
・
17
︶
と
共
に
︑
前
年
末
以
来
︑
重
病
で
あ
っ
た
実
父
政
信
の
﹁
看
病
﹂︵
元
禄
�
・
�
・
24
︶
の
た
め
に
山
本
家
へ
里
帰
り
し
て
い
た

の
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
こ
の
嫁
佐
与
出
産
の
知
ら
せ
を
承
け
て
︑
一
月
二
四
日
に
急
遽
福
住
へ
帰
家
︒
そ
の
後
︑
妙
寿
は
出
産
一
五
日
目
に
な

る
二
月
八
日
に
再
び
山
本
家
に
戻
っ
て
お
り
︑
父
政
信
は
︑
こ
の
年
一
一
月
に
八
一
歳
で
死
去
す
る
︒
出
産
の
相
互
扶
助
に
関
わ
る
女
性
た
ち

は
︑
同
時
に
老
人
介
護
の
相
互
扶
助
を
も
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る③
︒

近世前期の出産（横田）
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�

横
田
重
頼
妻
の
出
産
︵
Ｆ
�
・
�
・
�
︶

横
田
重
頼
は
︑
前
述
し
た
横
田
三
家
の
う
ち
東
屋
横
田
直
頼
の
養
子
で
︑
平
左
衛
門
か
ら
は
又
従
弟
に
な
り
︑
医
療
の
心
得
が
あ
る
と
と
も

に
︑
元
禄
九
年
︵
一
六
九
六
︶
～
一
六
年
頃
に
は
日
笠
村
の
庄
屋
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
日
記
の
残
る
年
代
で
は
︑
古
市
大
庄
屋

広
瀬
新
右
衛
門
の
娘
で
あ
る
妻
の
出
産
が
三
回
記
録
さ
れ
て
い
る
︒

︵
Ｆ
�
︶
元
禄
五
年
五
月
二
四
日
︑
重
頼
の
妻
は
女
子
を
出
産
す
る
が
︑﹁
産
月
﹂
と
い
う
こ
と
で
︑
実
家
の
広
瀬
新
右
衛
門
家
に
帰
宅
し

て
お
り
︑
お
そ
ら
く
初
産
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
平
左
衛
門
は
︑
そ
れ
以
前
の
五
月
一
日
に
広
瀬
家
の
産
婦
に
見
舞
を
送
り
︑
出
産
二
日
後
の

五
月
二
六
日
に
も
賀
を
伝
え
︑
産
後
六
日
目
に
あ
た
る
六
月
二
日
に
は
︑
一
重
紐
で
薄
紅
の
染
め
帷
子
を
白
木
台
に
載
せ
︑
塩
鯛
一
尾
と
と
も

に
﹁
産
之
祝
儀
﹂
と
し
て
贈
っ
た
︒
一
門
中
と
し
て
の
祝
儀
で
あ
ろ
う
︒
重
頼
妻
は
︑
産
後
四
〇
日
に
な
る
七
月
三
日
に
︑
佐
津
と
名
付
け
ら

れ
た
女
子
と
と
も
に
︑
実
家
広
瀬
氏
の
母
と
兄
に
伴
わ
れ
て
︑
夫
家
に
戻
っ
て
い
る
︒

︵
Ｆ
�
︶
元
禄
一
二
年
一
月
二
日
に
男
子
を
出
産
し
た
時
に
は
︑
実
家
で
は
な
く
︑
夫
重
頼
の
家
で
出
産
し
︑
二
日
後
の
一
月
四
日
︑
産
婦

の
兄
広
瀬
新
兵
衛
が
産
所
を
訪
ね
て
い
る
︒
し
か
し
︑
三
月
一
三
日
の
記
事
に
︑﹁
頃
日
︑
重
頼
稚
児
死

正
月
生
﹂
と
あ
る
︒
生
後
二
ケ
月
で

あ
っ
た
︒

︵
Ｆ
�
︶
元
禄
一
六
年
四
月
二
二
日
に
女
子
を
出
産
し
た
時
も
夫
重
頼
家
で
あ
っ
た
︒
巳
の
上
刻
︵
午
前
一
〇
時
頃
︶
に
女
子
は
生
ま
れ
た

が
︑
後
産
の
胞
衣
︵
胎
盤
︶
が
う
ま
く
降
り
ず
︑
戌
の
後
刻
︵
午
後
九
時
頃
︶
ま
で
十
時
間
以
上
か
か
っ
た
︒

平
蔵
︵
横
田
重
頼
︶
妻
︑
女
子
安
産

巳
之
上
刻
︑
胞
衣
滞
而
所
令
難
儀
︑
戌
後
出
而
令
案
(安
)堵

的
場
久
右
衛
門
妻
母
︑
以
働
功
獲
験

助
か
っ
た
の
は
︑﹁
的
場
久
右
衛
門
妻
母
﹂
の
働
き
の
功
に
よ
る
と
さ
れ
る
︒
的
場
久
右
衛
門
は
大
野
村
年
寄
で
あ
る
が
︵
元
禄
16
・
�
・
21
︶
︑

妻
の
母
な
の
か
︑
妻
と
母
な
の
か
︑
産
婆
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
が
︑
熟
練
者
と
し
て
難
産
の
急
を
凌
い
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︒

日
記
で
は
こ
の
後
︑
平
左
衛
門
が
︑
辰
行
妻
石
の
実
家
出
産
の
相
談
︵
Ｂ
︶
で
︑
未
時
︵
午
後
二
時
頃
︶
に
吉
田
家
に
赴
い
た
こ
と
が
記
さ
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れ
る
︒
日
頃
の
関
係
か
ら
し
て
も
︑
彼
が
此
瀬
村
へ
の
途
次
に
あ
る
日
笠
村
の
重
頼
家
を
訪
れ
︑
そ
こ
で
難
産
の
現
場
を
見
た
可
能
性
は
高
い
︒

胎
盤
遺
残
は
大
量
出
血
を
お
こ
し
︑
産
婦
の
生
死
に
関
わ
る
︒
按
腹
な
ど
子
宮
収
縮
を
促
し
て
も
効
果
が
な
い
と
き
︑
た
と
え
ば
用
手
剝
離
を

行
う
が
鎮
痛
剤
な
し
で
は
激
痛
を
伴
う
︒
翌
二
三
日
条
に
は
︑
家
来
半
六
妹
の
難
産
死
︵
β
	
︶
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
︒
石
の
実
家
出
産
を

了
解
し
︑
出
産
当
日
に
大
雨
の
中
を
駆
け
つ
け
た
平
左
衛
門
に
も
︑
そ
れ
な
り
の
︿
出
産
・
難
産
経
験
﹀
の
記
憶
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

翌
日
︑
実
父
広
瀬
新
右
衛
門
が
﹁
娘
之
産
後
﹂
を
見
舞
い
に
重
頼
家
に
来
て
お
り
︑
産
後
六
日
目
に
あ
た
る
四
月
二
七
日
に
は
︑
平
左
衛
門

も
塩
鯛
一
尾
を
祝
儀
と
し
て
贈
っ
た
︒

な
お
︑
こ
こ
で
生
ま
れ
た
女
子
は
︑
三
年
後
の
宝
永
三
年
︵
一
七
〇
六
︶
六
月
二
三
日
に
︑﹁
重
頼
娘
縫
女
四
歳
﹂
の
死
亡
記
事
が
あ
り
︑
そ

の
頃
流
行
し
て
い
た
﹁
痢
病
﹂
で
死
亡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
平
左
衛
門
は
︑
そ
の
﹁
死
穢
﹂
に
よ
っ
て
﹁
不
詣
産
社
﹂﹁
不
入
于
戸
内
﹂
と

あ
り
︑
盂
蘭
盆
で
﹁
新
魂
祭
﹂
を
し
て
い
る
︵
宝
永
�
・
	
・
	
～
15
︶
︒

�

芝
葛
光
妻
︵
吉
田
長
経
娘
︑
辰
行
妻
石
の
妹
︶
の
出
産
︵
Ｇ
�
・
�
︶

吉
田
長
経
に
二
女
が
あ
り
︑
長
女
石
が
平
左
衛
門
の
子
辰
行
の
妻
と
な
っ
た
が
︑
八
歳
下
の
妹
鍋
︵
前
述
Ｄ
で
出
生
︶
は
南
都
の
怜
人
︵
楽

人
︶
芝
河
内
守
葛
光
に
嫁
し
た
︒
日
記
に
は
そ
の
出
産
が
二
度
記
録
さ
れ
て
い
る
︒

︵
Ｇ
�
︶
宝
永
三
年
︵
一
七
〇
六
︶
七
月
六
日
条
に
︑﹁
去
比
﹂
に
男
子
出
産
し
た
の
で
︑
染
帷
子
を
贈
っ
て
い
る
︵
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
出
産

は
六
月
末
か
︶
︒﹁
初
産
﹂
と
特
記
さ
れ
て
お
り
︑
鍋
一
五
歳
︒
実
家
の
吉
田
家
で
は
な
く
︑
婚
家
の
南
都
芝
家
で
産
ん
で
い
る
︒
実
母
の
吉
田

長
経
妻
は
︑
六
月
以
来
伊
賀
上
野
の
自
分
の
父
方
︵
高
田
道
漸
︶
に
帰
っ
て
居
た
が
︑
娘
の
産
の
た
め
に
伊
賀
か
ら
直
接
南
都
芝
家
へ
到
り
︑

お
そ
ら
く
出
産
の
世
話
を
し
た
後
︑
産
後
の
七
月
八
日
に
吉
田
家
に
帰
っ
て
き
た
と
あ
る
︵
宝
永
�
・
	
・


︑
10
︶
︒
鍋
が
﹁
初
産
﹂
で
あ
る

の
に
婚
家
で
出
産
し
た
の
は
︑
実
母
が
六
月
以
来
自
分
の
実
家
に
帰
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
︑
高
田
道
漸
は
七
月
二
五
日
に
八
二
歳
で
死

去
し
た
︵
宝
永
�
・
	
・
27
︶
︒﹁
無
病
﹂
と
も
記
さ
れ
る
が
︑
老
父
の
介
護
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒︵
Ｅ
︶
と
同
じ
く
︑
老
父
介
護
が
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娘
・
嫁
の
出
産
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

︵
Ｇ
�
︶
正
徳
五
年
︵
一
七
一
五
︶
一
一
月
一
一
日
に
も
︑
南
都
の
夫
芝
家
で
女
子
を
産
ん
で
い
る
︒
鍋
二
四
歳
︑
こ
の
時
は
﹁
胞
衣
滞
﹂

つ
ま
り
胎
盤
が
降
り
ず
︑
難
産
で
あ
る
と
の
知
ら
せ
が
来
て
い
る
︒
翌
一
二
日
︑
姉
の
辰
行
妻
石
は
︑
妹
の
﹁
産
後
不
快
﹂
を
心
配
し
︑
南
都

に
駕
籠
で
赴
き
二
二
日
ま
で
滞
在
し
て
い
る
︒
一
二
月
五
日
に
平
左
衛
門
が
吉
田
家
で
﹁
産
後
不
平
﹂
の
状
況
を
尋
ね
る
と
︑﹁
難
治
之
症

云
々
﹂
と
聞
い
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
享
保
二
年
︵
一
七
一
七
︶
四
月
一
四
日
条
に
﹁
一
周
忌
﹂
の
記
事
が
あ
る
か
ら
︑
正
徳
六
＝
享
保
元
年
の

四
月
頃
︑
つ
ま
り
出
産
五
ヶ
月
後
に
死
亡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︵
鍋
二
五
歳
︶
︒
芝
家
で
は
一
周
忌
を
待
た
ず
に
葛
光
に
後
妻
を
迎
え
て
い
る
の

で
︵
享
保
�
・
�
・
10
︶
︑
一
周
忌
は
﹁
追
善
之
沙
汰
﹂
も
な
く
簡
単
に
済
ま
さ
れ
た
︒

こ
こ
で
︑﹃
風
俗
誌
﹄
に
広
く
見
ら
れ
る
﹁
初
産
は
実
家
で
﹂
と
い
う
習
俗
と
の
関
連④
で
︑
こ
れ
ま
で
の
事
例
を
整
理
し
て
お
き
た
い
︒

①
平
左
衛
門
の
妻
雪
の
場
合
︑
長
男
辰
行
を
出
産
し
た
初
産
は
︑
婚
家
山
本
家
で
行
わ
れ
た
︒
雪
の
実
家
が
明
石
と
遠
方
で
︑
す
で
に
実
父
母

が
死
去
し
て
お
り
︑
姑
祐
寿
が
健
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
次
の
長
女
百
の
時
も
山
本
家
で
あ
っ
た
が
︵
Ａ
︶︑
こ
の
時
は
姑
祐
寿
は
死
去

し
て
い
た
︒

②
辰
行
妻
石
の
長
女
十
出
産
︵
Ｂ
︶
は
お
そ
ら
く
初
産
と
思
わ
れ
る
が
︑
姑
の
雪
が
す
で
に
死
去
し
て
い
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
︑
実
家
吉
田
家

で
の
出
産
と
な
っ
た
︒
次
の
源
次
出
産
は
婚
家
山
本
家
で
あ
る
︵
Ｃ
︶︒

③
横
田
重
頼
の
前
妻
は
︑
初
産
は
実
家
広
瀬
家
に
帰
っ
て
お
り
︑
そ
の
後
は
婚
家
横
田
家
で
あ
っ
た
︵
Ｆ
�
・
�
・
�
︶︒

④
吉
田
長
経
の
妻
が
次
女
鍋
を
出
産
︵
Ｄ
︶
し
た
時
は
︑
実
母
︵
高
田
道
漸
妻
︶
が
婚
家
吉
田
家
に
来
て
︑
出
産
の
世
話
を
し
た
︒

⑤
吉
田
長
経
の
娘
鍋
の
﹁
初
産
﹂
は
婚
家
芝
家
で
あ
る
が
︑
実
母
︵
吉
田
長
経
妻
︶
自
身
が
そ
の
間
︑
婚
家
に
滞
在
し
て
い
る
︵
Ｇ
�
︶︒
そ
の

後
の
出
産
も
婚
家
で
あ
っ
た
が
︑﹁
産
後
不
快
﹂
で
死
亡
︵
Ｇ
�
︶︒

①
は
初
産
も
二
回
目
以
降
も
婚
家
︒
②
③
は
初
産
を
実
家
に
帰
っ
て
行
っ
て
い
る
が
︑
二
回
目
以
降
は
婚
家
と
い
う
事
例
︒
⑤
の
初
産
は
婚

家
で
あ
る
が
実
母
が
来
て
世
話
し
て
お
り
︑
④
は
初
産
で
な
い
の
に
実
母
が
婚
家
に
来
て
世
話
し
て
い
る
︒
初
産
を
実
家
の
実
母
の
も
と
で
行
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う
と
い
う
慣
行
は
︑
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
明
確
で
は
な
い
︒
む
し
ろ
︑
初
産
か
ど
う
か
に
か
か
わ
り
な
く
︑
実
家
の
遠
近
や
姑
・
実
母
の
状
況

と
い
っ
た
実
情
に
あ
わ
せ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
ほ
ん
ら
い
の
形
で
あ
り
︑︵
Ｂ
︶
で
出
産
前
に
両
家
の
相
談
が
行
わ
れ
た
の
は
そ

の
た
め
で
あ
ろ
う
︒
そ
し
て
︑
一
方
で
平
左
衛
門
の
よ
う
に
婚
家
が
当
然
と
い
う
観
念
︵
Ｂ
︶
が
成
立
し
て
く
る
な
か
で⑤
︑
実
母
が
婚
家
に
来

て
世
話
を
す
る
と
い
う
中
間
的
な
形
を
と
も
な
い
な
が
ら
︑
産
婦
に
と
っ
て
最
も
不
安
な
初
産
に
つ
い
て
だ
け
は
実
家
で
と
い
う
習
俗
が
形
成

さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
仮
説
を
た
て
て
み
た
い
︒




家
来
の
妻
の
出
産

山
本
家
の
家
来
の
妻
の
出
産
の
事
例
が
後
掲
︻
表
�
︼
の
︵
β
︶
欄
の
よ
う
に
一
三
例
知
ら
れ
る
︵
内
一
例
は
菩
提
寺
の
十
輪
寺
の
下
男
︶
︒

﹁
家
来
﹂
と
は
︑﹁
無
足
人
﹂
で
あ
る
山
本
家
が
戦
闘
力
と
し
て
保
持
す
べ
き
被
官
身
分
で
あ
っ
た
︒
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
︑
元
禄
五
年

︵
一
六
九
二
︶
に
は
一
〇
人
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
︑
こ
の
う
ち
﹁
譜
代
﹂
が
三
家
あ
る
︒
家
族
を
持
ち
︑
山
本
家
か
ら
の
借

地
も
含
め
て
経
営
し
︑
村
内
で
は
百
姓
と
し
て
自
立
し
て
い
る
が
︑
な
お
山
本
家
の
﹁
譜
代
家
来
﹂
と
し
て
個
別
的
関
係
を
結
ん
で
い
る
も
の

で
︑
そ
の
ほ
か
通
常
の
奉
公
人
︵
出
替
・
年
季
奉
公
人
︑
あ
わ
せ
て
下
人
と
も
︶
も
い
た⑥
︒

家
来
の
妻
の
出
産
に
関
し
て
は
︑
家
来
小
八
郎
妻
の
男
子
・
女
子
出
産
の
場
合
︵
宝
永
	
・
�
・
13
︑
正
徳
�
・
11
・
25
︑
β
10
・
13
︶
︑
家
来

長
四
郎
妻
の
女
子
出
産
の
場
合
︵
正
徳
�
・
�
・
15
︑
β
11
︶
に
︑
い
ず
れ
も
一
一
日
目
の
﹁
産
所
明
﹂
の
際
︑
家
来
側
か
ら
の
﹁
所
望
﹂﹁
請
﹂

に
応
じ
て
生
子
に
名
前
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
子
の
名
付
け
は
ほ
ん
ら
い
夫
か
義
父
が
お
こ
な
う
か
ら
︑
こ
れ
は
︑︿
主
家

譜
代

家
来
﹀
と
い
う
擬
制
的
家
父
長
関
係
の
再
生
産
を
相
互
確
認
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
︒
ま
た
︑
彼
ら
が
幼
名
か
ら
成
人
名
へ
改
名
す
る
場
合
に

も
︑
平
左
衛
門
が
﹁
肩
絹
・
袴
﹂
を
与
え
︑
山
本
家
の
﹁
寝
間
台
所
﹂
へ
村
人
を
残
ら
ず
招
き
︑
政
信
・
平
左
衛
門
・
辰
行
の
山
本
家
三
代

﹁
着
座
﹂
の
上
︑﹁
酒
宴
祝
﹂
を
行
っ
て
い
る
︵
貞
享
�
・
�
・
23
︶
︒
辰
行
の
男
子
源
次
が
生
ま
れ
た
︵
Ｃ
︶
の
一
一
日
目
の
祝
宴
に
﹁
三
家

来
子
共
﹂
が
招
か
れ
て
い
た
の
も
︑
主
家
新
当
主
の
認
知
の
た
め
で
あ
ろ
う
︒
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ま
た
︑
家
来
妻
の
難
産
な
ど
の
場
合
に
は
︑
主
人
の
平
左
衛
門
が
医
療
を
う
け
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
宝
永
三
年
︵
一
七
〇
六
︶
七

月
一
八
日
の
家
来
又
七
の
妻
の
出
産
︵
β
�
︶
の
場
合
︑
ち
ょ
う
ど
こ
の
地
域
で
は
痢
病
が
流
行
っ
て
お
り
︑
妊
婦
で
あ
り
な
が
ら
痢
病
に
罹

っ
た
︒
直
前
の
一
六
日
︑
同
じ
く
痢
病
に
罹
っ
た
的
場
又
六
と
と
も
に
医
者
富
田
三
位
の
診
察
を
う
け
さ
せ
て
い
る
︒
又
六
は
快
癒
し
た
が
︑

又
七
妻
は
一
八
日
に
﹁
令
半
産
﹂﹁
危
躰
﹂
と
な
り
︑﹁
痢
病
令
本
復
﹂
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
翌
日
死
亡
し
た
︒
三
七
歳
で
あ
っ
た
︒
二
〇
日

に
土
葬
さ
れ
て
い
る
が
︑
翌
二
一
日
︑
又
七
の
所
に
﹁
巫
女
﹂
が
来
て
﹁
亡
妻
寄
死
口
﹂
を
し
た
の
を
︑
平
左
衛
門
も
聞
い
て
い
る
︵
宝
永

�
・
	
・
21
︶
︒

も
う
一
例
︑
家
来
勘
右
衛
門
女
房
の
女
子
出
産
の
場
合
︵
β
�
︶
を
あ
げ
よ
う
︒

一
三
日
﹁
勘
右
衛
門
女
房
臨
産
﹂

一
四
日
﹁
勘
右
衛
門
女
房
臨
産
故
︑
方
々
此
道
之
巧
者
共
雇
之
也
﹂

一
五
日
﹁
家
来
勘
右
衛
門
女
房
︑
女
子
産
之
﹂︵
延
宝
�
・
�
・
13
～
15
︶

﹁
臨
産
﹂
と
は
陣
痛
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
︒
一
昼
夜
経
っ
て
も
出
産
で
き
な
い
た
め
︑
平
左
衛
門
は
﹁
方
々
此
道
之

巧
者
共
﹂
を
雇
い
三
日
目
に
よ
う
や
く
女
子
が
生
ま
れ
た
︒
こ
う
し
た
保
護
関
係
も
︿
主
家

譜
代
﹀
関
係
の
一
面
で
あ
る
︒
な
お
︑﹁
此
道
﹂

と
は
お
そ
ら
く
医
術
で
は
な
く
︑
産
婆
的
な
技
能
や
熟
練
で
あ
り
︑
た
と
え
ば
的
場
久
右
衛
門
妻
母
の
﹁
働
功
﹂
が
想
起
さ
れ
よ
う
︒

な
お
︑
元
禄
一
六
年
︵
一
七
〇
三
︶
四
月
二
三
日
︑
家
来
半
六
の
妹
与
津
が
﹁
因
難
産
︑
於
南
都
夫
家
ニ
死
﹂
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
︵
β

	
︶︑
さ
ら
に
五
月
五
日
条
に
﹁
神
社
不
参
詣
也
︑
半
六
妹
死
・
善
右
衛
門
母
死
︑
依
触
穢
也
﹂
と
あ
る
︒
平
左
衛
門
は
毎
年
端
午
の
節
句
に

は
産
土
社
に
参
詣
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
︑
そ
れ
を
中
止
し
た
の
で
あ
る
︒
家
来
善
右
衛
門
母
の
場
合
は
山
本
家
敷
地
内
で
の
死
亡
か
も
知
れ

な
い
が
︑
半
六
妹
は
夫
家
で
死
亡
し
た
か
ら
敷
地
内
で
は
な
く
︑
与
津
の
名
付
親
と
し
て
の
関
係
に
よ
る
触
穢
で
あ
ろ
う
︒

さ
ら
に
︑
家
来
へ
の
名
付
親
関
係
が
そ
の
従
属
・
保
護
関
係
を
再
生
産
し
て
い
る
こ
と
は
︑
出
産
に
お
け
る
夫
や
義
父
に
よ
る
名
付
や
宮
参

儀
礼
の
本
質
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
妻
の
﹁
産
穢
﹂︵
Ａ
︶
の
み
な
ら
ず
︑
妻
の
実
家
安
藤
家
の
﹁
産
穢
﹂︵
天
和
�
・
�
・
�
︶
や
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家
来
の
妹
の
産
死
な
ど
︑
平
左
衛
門
が
神
社
参
詣
や
宮
座
行
事
等
を
憚
る
触
穢
は
︑
名
付
と
も
あ
わ
せ
て
︑
出
産
が
男
性
家
父
長
の
生
き
る
公

的
世
界
︵
郷
村
共
同
体
お
よ
び
一
部
藤
堂
藩
世
界
︶
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
を
考
え
る
素
材
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
︑
こ
れ
に
つ
い
て
は
別

に
考
え
た
い
︒

①

平
山
前
掲
﹁
郷
士
家
の
家
族
的
周
辺
﹂﹁
大
和
の
無
足
人
に
つ
い
て

第
二
﹂

参
照
︒

②

名
前
は
石
で
あ
る
が
︑
辰
行
の
妻
の
石
と
混
乱
す
る
の
で
︑
以
下
︑
出
家
名
の

妙
寿
と
記
す
︒

③

高
齢
者
介
護
に
つ
い
て
は
︑
新
村
拓
﹃
老
い
と
看
取
り
の
社
会
史
﹄︵
法
政
大

学
出
版
局
︑
一
九
九
一
年
︶︑
菅
野
則
子
﹁
養
生
と
介
護
﹂︵﹃
日
本
の
近
世
﹄
一

五
︑
中
央
公
論
社
︑
一
九
九
三
年
︶︑
柳
谷
慶
子
﹃
近
世
の
女
性
相
続
と
介
護
﹄

︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
七
年
︶
な
ど
︒
男
性
当
主
に
よ
る
介
護
が
注
目
さ
れ
て

い
る
が
︑
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

④

﹃
風
俗
誌
﹄
に
は
﹁
初
産
ノ
嫁
ハ
里
方
ニ
テ
分
娩
シ
﹂
等
と
あ
り
︵
山
辺
郡
波

多
野
村
・
添
上
郡
東
里
村
な
ど
︶︑
戦
後
の
調
査
で
も
奈
良
県
北
部
に
比
較
的
濃

密
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
︵
奈
良
県
教
育
委
員
会
﹃
奈
良
県

民
俗
地
図

奈
良
県
民
俗
文
化
財
分
布
緊
急
調
査
報
告
書

﹄
一
九
八
三
年
︶︒

⑤

こ
れ
を
妻
の
婚
家
へ
の
包
摂
と
し
て
み
る
と
︑
た
と
え
ば
寺
檀
制
度
に
つ
い
て
︑

妻
が
実
家
の
宗
旨
を
保
ち
続
け
る
初
期
の
形
か
ら
︑
結
婚
し
た
ら
婚
家
の
宗
旨
と

旦
那
寺
に
替
え
る
と
い
う
形
へ
︑
お
お
よ
そ
元
禄
期
頃
ま
で
に
変
わ
っ
て
い
く

︵
大
桑
斉
﹃
寺
檀
の
思
想
﹄
教
育
者
新
書
︑
一
九
七
九
年
︶
の
と
同
様
な
過
程
が

進
行
し
た
の
で
は
な
い
か
︒

⑥

平
山
前
掲
﹁
無
足
人
家
の
家
来
に
つ
い
て
﹂
参
照
︒

(
三
)

異
常
産
を
め
ぐ
っ
て

�

難
産
に
お
け
る
母
子
の
死
亡

山
本
家
の
出
産
︵
一
章
︶
だ
け
で
な
く
︑
親
類
や
家
来
層
︵
二
章
︶
に
ま
で
事
例
を
広
げ
た
時
に
見
え
て
く
る
の
は
︑
難
産
や
流
産
︑
胞
衣

の
滞
留
・
産
後
の
不
調
・
感
染
症
な
ど
︑
出
産
を
め
ぐ
る
産
婦
と
乳
幼
児
の
危
う
さ
で
あ
り
︑
平
産
の
周
辺
に
広
が
る
異
常
産
の
状
況
で
あ
る
︒

本
章
で
は
あ
ら
た
め
て
︑
そ
の
こ
と
を
検
討
し
た
い
︒
出
産
に
際
し
て
母
子
が
死
亡
す
る
比
率
＝
異
常
産
死
亡
率
は
ど
の
く
ら
い
な
の
で
あ
ろ

う
か
︒
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総数47件（δ村人を除くαβγの38件中、異常産10件＝26％）

【表�】 出産母子一覧

記事年月日 出生子 出産母

（α）山本家および親類

1 延宝�・�・18 山本平左衛門妻 流産×
2 延宝�・�・19 安藤平兵衛妻 男子○ 平産
3 延宝�・�・� (Ａ)山本平左衛門妻 女子○ 平産・産後瘧
4 延宝�・閏12・26 福住姉妙寿 子○ 平産
5 天和�・�・25 郡山安藤某内室 女子○ 平産
6 貞享�・�・20 西庄氏娘・狭河氏妻 産後死×
7 元禄�・�・24 (Ｅ)岡本権右衛門妻 男子○
8 元禄�・�・� (Ｄ)吉田長経妻 女子○ 産婦上気眩、産後脾胃虚
9 元禄�・�・24 (Ｆ1)横田重頼妻 女子○
10 元禄12・�・� (Ｆ2)横田重頼妻 男子、3･13稚児死× 平産
11 元禄12・�・22 梅原武厚妻 男子、即日死× 産婦煩、快方
12 元禄16・�・22 (Ｆ3)横田重頼妻 女子○ 安産
13 元禄16・�・14 (Ｂ)辰行妻・平左衛門嫁 女子○ 泰産
14 元禄16・	・
 古市広瀬新兵衛妻・平左衛門姪 〇 泰産
15 宝永�・	・� (Ｇ1)芝葛光妻・吉田氏娘 男子○ 初産
16 宝永�・
・12 十楚宥見家養子勘右衛門妾 女子○
17 宝永	・�・14 (Ｃ)辰行妻・平左衛門嫁 男子○ 平産
18 正徳�・
・15 重頼娘・中城村基次郎妻 男子
19 正徳�・11・11 (Ｇ2)芝葛光妻・吉田氏娘 女子○ 産後不平難治之症、�カ月後死×
20 享保�・10・14 横田重頼妻吟 令産子卯八郎去月死×
21 享保�・�・20 栖山源八妻（妙寿の孫） 男子○ 初産

21件 子死�、母死�（異常産率28％）

（β）山本家等家来

1 延宝�・�・15 家来勘右衛門女房 女子○
2 天和�・�・� 家老左助妻 女子○ 平産
3 天和�・	・	 家来六右衛門妻 男子○ 平産
4 貞享�・12・	 善右衛門後妻 男子○､名寅八
5 元禄12・12・21 十輪寺之助三郎妻 半産死体× 吐血・痙攣、×カ
6 元禄16・�・24 家来又七妻 女子○
7 元禄16・�・23 半六妹与津女 × 難産死×（於南都夫家）
8 宝永�・
・25 小八郎妻 女子○ 平産
9 宝永�・	・18 家来又七妻・中貫甚七郎女 半産× 半産死×（巫女口寄）
10 宝永	・�・13 小八郎妻 男子○、名三太郎
11 正徳�・�・� 家人長四郎妻 女子○、名見屋
12 正徳�・�・16 清九郎妻 女子○
13 正徳�・11・15 小八郎妻 女子○、名吉 平産

13件 母子死�（23％）

（γ）知人等

1 享保�・10・12 南都加世屋吉兵衛（商人）妻 産後死×
2 享保�・11・� 伊勢津小森少右衛門（武士）妻 妻産所対面
3 享保�・�・11 伊賀上野稲垣氏（武士）妻 男子○ 泰産
4 享保�・閏10・� 京坂井七郎右衛門（町人）妻 女子○

�件 母死�（25％）

（δ）村人

1 (元禄�･�･�) 矢田原源次妹 産死×（流灌頂）
2 (元禄�･�･�) 鉢坪甚九郎妹 産死×（流灌頂）

3･4 元禄12・�・11 大野村左一郎妻・九右衛門娘
一両日嬰児死×（去年
産之嬰児も死×）

5 元禄16・�・17 此瀬村清十郎妻 男子平産 即時死×

6･7 元禄16・12・18 中庄次郎兵衛妻 半産×・×
堕胎即日失命×（母も先年堕胎
死×）

8 宝永�・�・20 横田村吉兵衛妻 半産×
9 正徳�・�・25 喜兵衛妻 産

�件 子死�、母死�、母子死�
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平
左
衛
門
の
日
記
一
六
年
分
に
記
さ
れ
た
出
産
記
事
四
七
件
を
す
べ
て
︻
表
�
︼
に
示
し
た
︒
そ
の
う
ち
︑︵
α
︶
山
本
家
と
そ
の
親
類
に

関
わ
る
も
の
が
二
一
件
︑︵
β
︶
山
本
家
等
の
家
来
が
一
三
件
︑︵
γ
︶
平
左
衛
門
の
知
人
が
四
件
︑︵
δ
︶
一
般
村
人
が
九
件
で
あ
る
︒︵
α
︶

︵
β
︶
は
い
ず
れ
も
︑
縁
戚
関
係
や
保
護
関
係
に
あ
っ
て
︑
基
本
的
に
平
産
・
難
産
に
か
か
わ
ら
ず
記
録
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑

︵
γ
︶
知
人
と
い
う
の
は
︑
平
左
衛
門
の
京
・
奈
良
で
の
宿
泊
先
や
︑
伊
勢
津
・
伊
賀
上
野
へ
赴
い
て
挨
拶
に
訪
れ
た
藤
堂
藩
家
臣
宅
な
ど
で
︑

そ
の
家
の
産
婦
の
こ
と
を
偶
然
に
知
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
に
対
し
て
︑
一
般
の
村
人
の
出
産
︵
δ
︶
に
つ
い
て
は
︑
中
貫
祭
の
記
事
で

喜
兵
衛
が
﹁
妻
産
故
︑
不
参
﹂
と
さ
れ
た
一
例
︵
δ
�
︶
を
除
い
て
︑
す
べ
て
難
産
や
流
産
︑
堕
胎
な
ど
に
よ
っ
て
母
子
が
死
亡
し
た
異
常
産

が
あ
え
て
記
さ
れ
た
も
の
で
︑
平
産
で
あ
れ
ば
記
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

し
た
が
っ
て
︑
平
産
・
異
常
産
と
い
う
選
択
が
さ
れ
ず
に
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︵
α
︶︵
β
︶︵
γ
︶
の
三
八
件
に
つ
い
て
み
る
と
︑

︵
Ｘ
︶
子
の
み
の
死
亡
︵
流
産
・
乳
児
死
亡
︶
が
四
件
︑︵
Ｙ
︶
母
子
共
の
死
亡
︵
難
産
死
︶
が
三
件
︑︵
Ｚ
︶
母
の
み
死
亡
︵
産
後
死
︶
が
三
件
と

な
る
︒
子
の
死
亡
は
︵
Ｘ
︶︵
Ｙ
︶
七
人
で
︑
出
産
三
八
件
に
対
し
て
一
八
％
︑
母
＝
妊
産
婦
の
死
亡
は
︵
Ｙ
︶︵
Ｚ
︶
の
六
人
・
一
六
％
︑
少

く
と
も
母
子
ど
ち
ら
か
が
死
亡
す
る
よ
う
な
異
常
産
は
あ
わ
せ
て
一
〇
件
・
二
六
％
︑
そ
の
ほ
か
の
二
八
件
・
七
四
％
は
平
産
と
い
う
こ
と
に

な
る
︒
な
お
︑
家
来
半
六
の
妹
与
津
︵
β
	
︶
の
よ
う
な
﹁
難
産
死
﹂
は
母
子
共
に
死
亡
︵
Ｙ
︶
と
し
︑
親
戚
狭
河
氏
妻
︵
α
�
︶
や
南
都
の

宿
加
世
屋
吉
兵
衛
の
妻
︵
γ
�
︶
の
﹁
産
後
死
﹂
は
︑
子
は
生
ま
れ
た
︵
Ｚ
︶
と
み
な
し
て
い
る
︒

あ
ま
り
に
も
デ
ー
タ
数
が
少
な
い
の
で
あ
る
が
︑
そ
れ
で
も
︑
第
一
に
︑
出
産
四
件
に
一
件
は
母
子
ど
ち
ら
か
が
死
亡
す
る
よ
う
な
異
常
産

で
あ
る
こ
と
︑
第
二
に
︑
妊
産
婦
死
亡
が
︑
子
の
死
亡
に
匹
敵
す
る
高
さ
で
あ
る
こ
と
の
二
点
は
お
お
よ
そ
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
︒
異

常
産
の
比
率
が
︵
α
︶︵
β
︶︵
γ
︶
そ
れ
ぞ
れ
で
も
近
似
し
た
数
値
に
な
る
こ
と
︑︵
δ
︶
に
お
い
て
も
妊
産
婦
死
亡
が
死
産
・
乳
児
死
亡
と

同
じ
程
度
に
存
在
す
る
こ
と
は
︑
そ
の
傍
証
に
な
ろ
う
︒
な
お
︑
平
産
と
し
た
中
に
も
︑
吉
田
長
経
妻
は
﹁
産
後
脾
胃
虚
﹂
を
患
っ
て
お
り

︵
α


・
Ｄ
︶︑
梅
原
武
厚
妻
は
男
子
﹁
即
日
死
﹂
の
あ
と
﹁
産
婦
雖
令
煩
︑
少
属
快
方
﹂
と
あ
り
︵
α
11
︶︑
横
田
重
頼
妻
は
後
産
に
一
〇
時

間
以
上
か
か
っ
て
的
場
久
右
衛
門
妻
母
の
働
き
で
助
か
っ
た
︵
α
12
・
Ｆ
�
︶
よ
う
に
︑︵
Ｚ
︶
の
数
値
に
現
れ
な
く
て
も
︑
同
じ
く
ら
い
危
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険
な
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
︒

�

医

療

と

供

養

こ
の
よ
う
な
難
産
の
場
合
︑
男
性
医
者
の
﹁
医
療
﹂
は
ど
の
程
度
有
効
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

最
初
に
横
田
重
頼
の
場
合
を
と
り
あ
げ
よ
う
︒
彼
は
前
述
し
た
よ
う
に
︑
自
家
で
の
妻
の
出
産
に
お
い
て
︑
生
後
ま
も
な
い
乳
児
を
な
く
し

︵
Ｆ
�
︶︑
妻
の
﹁
胞
衣
滞
﹂
は
的
場
久
右
衛
門
妻
母
の
働
き
で
切
り
抜
け
た
︵
Ｆ
�
︶︒
も
ち
ろ
ん
彼
は
︑﹁
下
人
六
助
寒
霍
乱
︑
自
ë
天
看

之
︑
危
命
之
証
也
︑
重
頼
医
之
救
急
︑
並
︵
平
︶
活
﹂︵
元
禄
12
・
閏
�
・
22
︶
︑﹁
平
蔵
︵
重
頼
︶
妻
︑
昨
夜
食
傷
吐
瀉
腹
痛
危
急
︑
即
平
蔵
以
医

術
︑
並
愈
﹂︵
元
禄
16
・
�
・


︶
と
︑
確
か
に
危
急
に
お
い
て
も
有
能
な
医
者
で
あ
っ
た
し
︑
平
左
衛
門
が
最
も
信
頼
す
る
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

的
存
在
で
あ
っ
た
が
︑
難
産
に
つ
い
て
は
為
す
術
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒

ま
た
︑
菩
提
寺
十
輪
寺
の
下
男
助
三
郎
の
妻
の
場
合
は
︑
出
産
に
あ
た
っ
て
﹁
吐
血
︑
身
振
︵
痙
攣
︶
夥
﹂
し
く
︑
横
田
重
頼
が
﹁
医
療
﹂

を
行
っ
て
い
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
そ
の
夜
た
ま
た
ま
代
官
稲
垣
氏
が
庄
屋
で
も
あ
る
重
頼
方
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
︑
そ
れ
以
上
の

﹁
訪
問
聞
説
﹂
つ
ま
り
往
診
が
で
き
な
く
な
っ
た
︒
そ
こ
で
平
左
衛
門
は
︑
田
原
村
の
宇
右
衛
門
を
雇
っ
て
﹁
加
医
療
﹂
さ
せ
た
が
︑
翌
日
夜
︑

平
左
衛
門
が
助
三
郎
の
家
を
見
舞
っ
た
時
に
は
﹁
令
半
産
死
体
︑
依
之
婦
人
可
令
活
命
云
々
﹂︑
流
産
さ
せ
て
も
い
い
か
ら
母
胎
を
助
け
て
ほ

し
い
と
助
三
郎
に
懇
願
さ
れ
て
い
る
︵
元
禄
12
・
12
・
20
︑
21
︑
β
�
︶
︒
お
そ
ら
く
助
か
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
︑
後
述
す
る
中
庄
村

次
郎
兵
衛
妻
の
場
合
も
︑
堕
胎
に
失
敗
し
て
﹁
危
命
﹂
に
陥
っ
た
産
婦
︵
δ
�
︶
の
助
け
が
︑
や
は
り
重
頼
に
求
め
ら
れ
た
が
何
も
で
き
な
か

っ
た
︒

医
者
富
田
三
位
が
治
療
し
た
家
来
又
七
妻
の
場
合
︑
懐
妊
中
に
流
行
病
に
罹
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
︑﹁
痢
病
﹂
は
本
復
し
た
が
︑
結
局
流

産
し
︑
母
体
も
﹁
危
躰
﹂
と
な
っ
て
翌
日
死
亡
し
た
︵
β
�
︶︒
他
方
︑
吉
田
長
経
妻
の
﹁
産
後
脾
胃
虚
﹂﹁
腹
瀉
養
性
﹂
は
︑
奈
良
の
吉
岡
涼

哲
の
治
療
で
治
癒
し
︵
Ｄ
︶︑
こ
の
富
田
三
位
も
﹁
痢
病
﹂
に
つ
い
て
は
本
復
さ
せ
得
た
よ
う
に
︑
彼
ら
の
医
療
は
本
道
︵
内
科
的
な
処
方
︶
に
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お
い
て
は
そ
れ
な
り
に
有
効
で
あ
っ
た
ろ
う
︒
し
か
し
︑
胎
児
が
横
産
な
ど
の
故
障
で
出
せ
な
い
︑
胞
衣
が
下
り
な
い
と
い
っ
た
難
産
そ
の
も

の
に
対
し
て
は
︑
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
む
し
ろ
︑
的
場
久
右
衛
門
妻
母
や
﹁
方
々
此
道
之
巧
者
共
﹂︵
β
�
︶
の
よ

う
な
︑
産
婆
的
な
技
能
と
処
置
︑
そ
の
豊
か
な
経
験
と
熟
練
こ
そ
が
︑
難
産
を
救
い
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

次
に
︑
難
産
で
死
亡
し
た
女
性
二
人
を
﹁
流
灌
頂
﹂
で
弔
う
事
例
︵
δ
�
・
�
︶
を
挙
げ
る
︒

流
灌
頂
二
流
︑
於
当
所
大
河

飛
越
・
馬
洗
之
辺
︑
自
十
輪
寺
被
為
沙
汰
也
︑
所
志
之
亡
魂
者
︑
矢
田
原
源
次
妹
・
鉢
坪
甚
九
郎
妹
也
︑
両
女
産
死
之
者
也
︑

⁝
○
招
矢
田
原
清
厳

流
灌
頂
之
役
僧
⁝
⁝
︵
元
禄
�
・
�
・
�
︶

流
灌
頂
と
は
︑
水
死
し
た
人
や
特
に
難
産
で
死
亡
し
た
女
性
の
﹁
亡
魂
﹂
を
供
養
す
る
た
め
に
︑
水
辺
で
︑
灌
頂
の
幡
や
卒
塔
婆
を
流
し
て

功
徳
を
回
向
す
る
も
の
で
あ
る
︒
そ
れ
を
主
催
し
た
の
は
十
輪
寺
で
あ
っ
た
が
︑﹁
産
死
﹂
し
た
の
が
矢
田
原
村
の
源
次
妹
と
枝
郷
鉢
坪
村
の

甚
九
郎
妹
で
あ
っ
た
た
め
︑﹁
流
灌
頂
之
役
僧
﹂
は
︑
村
の
﹁
惣
堂
﹂
で
あ
る
﹁
矢
田
原
堂
﹂
の
清
厳①
が
お
こ
な
っ
た
︒
山
本
家
で
は
そ
の
年

に
新
た
に
死
亡
し
た
一
族
や
家
来
な
ど
を
︑
毎
年
七
月
一
四
日
﹁
盂
蘭
盆
聖
霊
祭
﹂
で
﹁
新
魂
﹂
と
し
て
︑
読
経
や
仏
事
を
行
っ
て
供
養
し
て

い
た
が
︵
元
禄
12
・
	
・
14
な
ど
︶
︑
こ
の
流
灌
頂
は
そ
れ
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
た
仏
事
で
あ
っ
た
︒
他
方
︑
家
来
又
七
妻
が
難
産
で
死
亡
し
︑

土
葬
の
翌
日
に
﹁
巫
女
﹂
が
来
て
﹁
亡
妻
寄
死
口
﹂
を
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
︵
β
�
︶︒
難
産
へ
の
対
応
に
男
性
医
者
の
医
療
と
産
婆
等
の

熟
練
と
い
う
二
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
っ
た
よ
う
に
︑
難
産
で
死
亡
し
た
女
性
の
供
養
に
も
︑
菩
提
寺
僧
に
よ
る
﹁
盂
蘭
盆
聖
霊
会
﹂
だ
け
で
な
く
︑

村
の
惣
堂
僧
に
よ
る
流
灌
頂
や
巫
女
の
﹁
死
口
寄
﹂
な
ど
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
が
重
層
し
て
い
た
︑
つ
ま
り
男
性
寺
僧
の
仏
事
だ
け
で
は
癒
し

得
な
い
レ
ベ
ル
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒

�

堕
胎
・
間
引
・
捨
子

元
禄
一
〇
年
︵
一
六
九
七
︶
︑
郡
山
城
の
外
堀
で
二
人
の
嬰
児
の
死
体
が
発
見
さ
れ
た
︒

南
都
・
郡
山
︑
或
在
々
所
々
︑
依
困
窮
︑
自
去
冬
︑
嬰
児
其
数
多
于
所
々
捨
置
︑
自
其
所
々
役
所
︑
于
其
所
々
有
穿
鑿
︑
然
処
郡
山
城
外
之
堀
ニ
︑
両
児
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之
死
骸
顕
出
故
︑
頃
日
有
稠
穿
鑿
︑
則
其
親
々
令
露
顕

家
中
之
士
之
僕
奴
云
々
︑
禁
獄
云
々
︵
元
禄
10
・
�
・
18
︶

捨
子
を
し
た
と
し
て
郡
山
藩
家
臣
の
﹁
僕
奴
︵
武
家
奉
公
人
︶
﹂
が
禁
獄
さ
れ
た
が
︑﹁
依
困
窮
﹂
と
あ
る
︒﹁
頃
日
有

稠
き
び
し
き

穿
鑿
﹂
と
は
︑
生
類

憐
れ
み
政
策
の
捨
子
禁
止
令②
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
正
徳
五
年
︵
一
七
一
五
︶
に
も
平
左
衛
門
は
︑
春
日
山
と
香
具
山
で
捨
子
二
人
が
狼
に
喰
い

殺
さ
れ
た
事
件
を
︑
藤
堂
藩
主
に
よ
る
伊
賀
国
中
へ
の
困
窮
御
救
金
二
〇
〇
〇
両
の
記
事
と
あ
わ
せ
て
記
し
て
い
る
︵
正
徳
�
・
�
・
25
︶
︒

ま
た
︑
元
禄
一
六
年
︵
一
七
〇
三
︶
一
二
月
一
八
日
︑
平
左
衛
門
が
十
輪
寺
で
夕
食
の
饗
応
を
う
け
て
い
る
と
こ
ろ
へ
︑
中
庄
村
の
村
人
次

郎
兵
衛
が
︑
妻
が
﹁
令
半
産
︑
危
命
﹂
に
陥
っ
た
と
︑
夕
饗
を
一
緒
に
し
て
い
た
横
田
重
頼
を
呼
び
に
来
た
︒
重
頼
は
次
郎
兵
衛
の
家
に
行
っ

た
が
︑
戻
っ
て
来
て
︑﹁
婦
人
躰
︵
病
状
︶
﹂
は
す
で
に
﹁
労
倦
︵
疲
労
困
憊
︶
︑
脈
無
形
︑
活
命
難
計
云
々
﹂
と
述
べ
た
︒
翌
日
︑
平
左
衛
門
は
︑

彼
女
が
前
夜
の
内
に
死
亡
し
た
こ
と
を
知
り
︑
次
の
よ
う
に
日
記
に
記
し
た
︒

中
庄
次
郎
兵
衛
妻
︑
昨
夜
死

沓
掛
︵
村
︶
清
助
娘
︑
此
女
昨
日
到
南
都
︑
以
隠
密
之
沙
汰
︑
令
堕
胎
︑
即
日
帰
家
︑
失
命
︑
雖
為
不
満
月
小
児
︑
令
備
天
性

人
身
也
︑
為
母
之
身
令
破
胎
之
働
︑
非
人
倫
之
道
︑
天
下
之
罪
人
也
︑
依
蒙
天
罰
︑
堕
命
歟
︑
此
女
之
母
︑
先
年
如
此
令
堕
胎
死
︑
希
代
之
母
子
云
々

︵
元
禄
16
・
12
・
19
︶

平
左
衛
門
に
と
っ
て
は
︑
胎
児
も
ま
た
﹁
令
備
天
性
人
身
﹂
で
あ
り
︑
堕
胎
は
﹁
人
倫
之
道
﹂
に
背
く
﹁
天
下
之
罪
人
﹂
と
し
て
︑
道
徳
的

に
も
法
的
に
も
許
さ
れ
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
も
︑﹁
為
母
之
身
︑
令
破
胎
之
働
﹂
は
母
性
の
否
定
だ
と
し
︑
彼
女
の
母
も
堕
胎
で

死
ん
だ
﹁
希
代
之
母
子
﹂
だ
と
は
げ
し
く
非
難
し
て
い
る
︒

他
方
︑
わ
ざ
わ
ざ
奈
良
へ
出
て
﹁
隠
密
之
沙
汰
﹂
と
し
て
堕
胎
し
た
と
す
れ
ば
︑
次
郎
兵
衛
妻
に
も
︑
社
会
的
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
と
い

う
罪
の
意
識
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
︑
次
郎
兵
衛
が
最
初
に
﹁
令
半
産
︑
危
命
﹂
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
い
え
ば
︑
こ
れ
ま
で
﹁
半
産

︵
流
産
・
死
産
︶
﹂
と
記
さ
れ
て
き
た
も
の
に
も
﹁
隠
密
﹂
の
堕
胎
や
間
引
き
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
︒

平
左
衛
門
は
﹁
蒙
天
罰
﹂
と
し
て
い
る
か
ら
︑
生
類
憐
れ
み
令
の
違
法
行
為
と
い
う
よ
り
︑
道
徳
的
な
罪
と
し
て
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
︒
し
か
し
︑
捨
子
に
つ
い
て
は
﹁
稠
穿
鑿
﹂
を
う
け
る
違
法
だ
と
明
確
に
理
解
し
て
い
る
か
ら
︑
彼
の
よ
う
な
階
層
の
家
父
長
に
と
っ
て
︑
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道
徳
や
法
と
し
て
捨
子
と
堕
胎
を
つ
な
げ
る
こ
と
は
そ
う
無
理
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
し
か
し
両
者
は
︑
母
体
に
と
っ
て
は
全

く
異
な
る
意
味
を
も
つ
︒
領
主
の
人
口
政
策
を
受
け
入
れ
る
よ
う
な
素
地
が
在
地
社
会
そ
の
も
の
に
い
か
に
あ
り
え
た
の
か
︑
最
後
に
も
う
一

度
考
え
て
み
た
い
︒

�

多

産

と

早

逝

そ
う
し
た
多
死
の
条
件
の
も
と
で
は
︑
山
本
家
の
よ
う
な
階
層
の
家
に
お
い
て
は
︑
家
の
継
承
を
維
持
す
る
た
め
に
多
産
が
求
め
ら
れ
る
︒

﹁
山
本
家
系
図③
﹂
に
よ
れ
ば
︑
平
左
衛
門
の
兄
弟
姉
妹
で
は
︑
一
二
人
︵
男
五
女
七
︶
の
う
ち
五
人
︵
男
二
女
三
︶
が
﹁
早
逝
﹂
と
記
さ
れ
︑

成
人
し
た
の
は
六
割
に
と
ど
ま
る
︒﹁
系
図
﹂
で
は
長
男
平
左
衛
門
を
最
初
に
︑
あ
と
は
出
生
順
に
書
い
た
と
思
わ
れ
る
が
︑
日
記
で
の
年
齢

表
記
な
ど
か
ら
判
明
す
る
生
年
時
の
母
祐
寿
の
年
齢
を
併
記
す
る
と
︑
平
左
衛
門
︵
二
一
歳
︶
︑
次
い
で
督
︵
小
橋
氏
︶
・
石
︵
岡
本
氏
妙
寿
︑
一
八

歳
︶
・
小
ヤ
ヽ
︵
早
逝
︶
・
政
富
︵
早
逝
︶
・
ユ
ク
︵
早
逝
︶
・
信
匡
︵
木
村
氏
︑
三
四
歳
︶
・
丁
︵
早
逝
︶
・
覚
勝
︵
三
六
歳
︶
・
品
︵
上
田
氏
︑
四
一
歳
︶
・

フ
ウ
︵
加
藤
氏
︑
四
三
歳
︶
・
平
助
︵
早
逝
︶
と
な
っ
て
︑
平
左
衛
門
の
母
祐
寿
が
一
七
歳
頃
か
ら
四
四
歳
頃
ま
で
二
～
三
年
間
隔
で
一
二
人
を

産
ん
だ
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
︵
日
記
に
は
別
の
妻
妾
の
年
忌
記
事
等
は
見
え
な
い
︶
︒

平
左
衛
門
の
妻
雪
の
場
合
︑
一
七
歳
で
嫁
し
︑
一
八
歳
で
長
男
辰
行
を
出
産
し
︑
二
一
歳
で
流
産
︵﹁
系
図
﹂
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
︶
︑
二
二

歳
で
長
女
百
を
出
産
︵
Ａ
︶︑
そ
の
後
次
男
藤
六
︑
三
〇
歳
で
次
女
町
を
出
産
す
る
が
︑
三
〇
歳
の
時
に
藤
六
︵
五
～
八
歳
︶
と
百
︵
九
歳
︶
を

死
な
せ
て
い
る
︵
貞
享
�
・
�
・
18
︑
閏
�
・
29
︶
︒
雪
は
三
六
歳
で
死
去
す
る
が
︑﹁
系
図
﹂
で
は
も
う
一
人
女
子
滝
が
記
さ
れ
て
お
り
︑
嫁
し

て
か
ら
一
四
年
の
間
に
流
産
も
含
め
て
六
回
以
上
妊
娠
︑
五
人
出
産
し
た
が
︑
成
人
し
た
の
は
三
人
︵
辰
行
・
町
・
滝
︶
と
な
る
︒
お
お
よ
そ

数
年
に
一
度
の
妊
娠
に
な
る
︒

辰
行
の
妻
石
は
︑
十
・
源
次
を
出
産
す
る
が
︵
Ｂ
・
Ｃ
︶︑
二
子
と
も
そ
の
後
の
日
記
に
は
現
れ
ず
︑
源
次
は
五
歳
未
満
で
早
世
し
た
と
思

わ
れ
︵
一
人
も
成
人
し
な
か
っ
た
︶
︑
結
局
︑
平
左
衛
門
の
姉
督
が
嫁
し
た
小
橋
家
の
孫
女
を
養
女
と
し
︑
そ
れ
に
聟
を
迎
え
て
跡
取
り
︵
甚
之
丞
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助
与
︶
と
し
て
い
る
︵﹁
山
本
家
系
図
﹂︶
︒
な
お
︑
助
与
に
は
一
男
三
女
が
あ
っ
た
が
︑
女
子
一
人
は
﹁
早
逝
﹂︑
男
子
は
養
子
に
出
し
て
い
た
の

で
︑
女
子
園
に
聟
を
迎
え
た
が
﹁
短
命
死
去
﹂︑
次
の
女
子
靏
に
も
聟
を
迎
え
て
い
る
︒

ま
た
︑
平
左
衛
門
の
姉
妙
寿
が
六
九
歳
で
死
去
し
た
時
に
︑
以
下
の
記
事
が
あ
る
︒

嫁
岡
本
八
左
衛
門
︑
産
多
子
︑
嫡
男
権
右
衛
門

当
時
在
津
︑
次
女
子
貞
岸
尼

南
都
興
福
院
寺
中
︑
針
村
源
七
妻
︵
辻
︶・
布
利
女

未
嫁
在
母
家
︑
古
市
広
瀬

新
右
衛
門
妻
︵
須
磨
︶︑
此
外
男
・
女
雖
有
之
︑
幼
少
而
死
故
︑
不
載
之
︵
宝
永
�
・
�
・
25
︶

す
な
わ
ち
︑
妙
寿
は
多
く
の
子
を
産
ん
だ
が
︑
成
人
し
た
の
は
一
男
︵
権
右
衛
門
︶
四
女
︵
貞
岸
尼
・
辻
・
布
利
・
須
磨
︶
で
あ
っ
た
︒﹁
山
本
家

系
図
﹂
で
は
︑
嫡
男
権
右
衛
門
の
ほ
か
に
︑
新
兵
衛
・
七
之
助
の
男
子
二
人
が
﹁
早
世
﹂
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
︑
七
之
助
は
二
歳
で
痘
瘡
で

死
去
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︵
延
宝
�
・
�
・
�
︶
︒
こ
こ
で
は
﹁
此
外
男
・
女
⁝
幼
少
而
死
﹂
と
あ
る
の
で
︑
早
世
し
た
女
子
も
い
た
と
す
る
と
︑

少
な
く
と
も
八
人
以
上
産
ん
で
五
人
が
成
人
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒

な
お
︑﹁
系
図
﹂
の
﹁
幼
少
而
死
﹂﹁
早
逝
﹂
は
出
産
に
直
接
と
も
な
う
も
の
と
は
限
ら
な
い
が
︑
そ
の
後
の
痘
瘡
・
疱
瘡
・
痢
病
な
ど
の
感

染
症
の
流
行
も
考
え
れ
ば
︑
成
人
に
ま
で
達
す
る
の
は
半
分
を
越
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
︒
多
産
が
こ
う
し
た
乳
・
幼
児
死

亡
率
の
高
さ
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
︑
い
う
ま
で
も
な
い
︒

し
か
し
︑
こ
れ
を
妊
産
婦
死
亡
率
の
高
さ
︵
一
六
％
︶
か
ら
み
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
︒
祐
寿
や
妙
寿
ほ
ど
で
は
な
く
と
も
︑
壮
年
期
二

〇
年
余
り
か
け
て
六
回
ほ
ど
懐
妊
す
れ
ば④
︑
こ
れ
は
︑
誰
で
も
が
死
亡
し
う
る
と
い
う
確
率
で
あ
る
︒
も
ち
ろ
ん
経
産
婦
の
難
産
度
は
低
下
し

て
い
く
だ
ろ
う
が
︑
そ
れ
に
し
て
も
︑
こ
の
時
代
の
女
性
は
︑
多
か
れ
少
な
か
れ
子
を
失
う
と
い
う
経
験
だ
け
で
な
く
︑
自
分
な
い
し
自
分
の

母
娘
姉
妹
た
ち
自
身
が
死
亡
し
う
る
の
が
常
態
と
い
う
︑
そ
う
い
う
悲
哀
と
恐
れ
・
不
安
を
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒
堕
胎
の
母
娘
は
決
し

て
﹁
希
代
之
母
子
﹂
で
は
な
く
︑
十
分
に
あ
り
う
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

①

﹁
矢
田
原
堂
﹂
の
清
厳
は
﹁
郷
中
僧
之
一
老
﹂
で
あ
り
つ
つ
︑
十
輪
寺
の
﹁
結

衆
﹂
で
︑
十
輪
寺
で
﹁
法
華
読
誦
﹂
を
す
る
な
ど
学
識
も
あ
り
︑
平
左
衛
門
と
も
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﹁
別
懇
﹂
で
あ
っ
た
︵
延
宝
�
・
10
・
28
︑
正
徳
�
・
�
・
11
ほ
か
︶︒

②

塚
本
学
﹃
生
類
を
め
ぐ
る
政
治
﹄︵
平
凡
社
選
書
︑
一
九
八
三
年
︶︑
沢
山
前
掲

﹃
江
戸
の
捨
て
子
た
ち
﹄︑
柴
田
純
﹃
日
本
幼
児
史

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
﹄

︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
三
年
︶︒
菅
原
憲
二
﹁
近
世
京
都
の
町
と
捨
て
子
﹂

︵﹃
歴
史
評
論
﹄
四
二
二
︑
一
九
八
五
年
︶
参
照
︒

③

以
下
﹁
山
本
家
系
図
﹂﹁
梅
原
家
系
図
﹂
は
︑﹃
大
和
国
無
足
人
日
記
﹄
下
巻
︑

三
五
五
～
三
六
八
頁
所
収
に
よ
る
︒

④

鬼
頭
宏
前
掲
﹃
人
口
か
ら
読
む
日
本
の
歴
史
﹄
一
八
四
頁
︒

お
わ
り
に

補
足
と
展
望

近
世
前
期
の
出
産
は
︑
実
母
や
親
戚
︑
懇
意
の
女
性
た
ち
︑
産
婆
や
﹁
惣
市
﹂
と
い
っ
た
技
能
を
も
つ
女
性
︑
そ
し
て
村
の
女
房
座
な
ど
︑

女
性
た
ち
の
協
働
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
︒
出
産
と
い
う
行
為
の
な
か
で
彼
女
た
ち
が
直
面
し
て
い
た
中
心
的
な
問
題
は
︑
妊
産
婦
死
亡

の
可
能
性
で
あ
る
︒
そ
れ
は
こ
の
時
期
の
女
性
た
ち
の
共
通
体
験
で
あ
り
︑
出
産
に
よ
っ
て
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
︑
そ
の
お
そ
れ
と
不

安
を
克
服
す
る
た
め
の
︑
親
密
性
と
技
能
水
準
を
確
保
し
う
る
歴
史
的
形
態
こ
そ
︑
女
性
た
ち
の
協
働
で
あ
っ
た
︒

以
上
が
︑
山
本
平
左
衛
門
日
記
を
素
材
と
し
た
事
例
研
究
︵
モ
ノ
グ
ラ
フ
︶
と
し
て
の
本
稿
が
直
接
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
︒
以
下
︑

先
行
す
る
諸
研
究
と
の
関
連
を
示
し
つ
つ
︑
論
証
を
補
足
し
︑
い
く
つ
か
の
論
点
と
仮
説
的
な
見
通
し
を
提
示
し
て
み
た
い
︒

第
一
は
︑
妊
産
婦
死
亡
率
の
高
さ
で
あ
る
︒
歴
史
人
口
学
で
こ
の
問
題
に
注
目
し
た
の
は
︑
鬼
頭
宏
で
あ
ろ
う
︒
信
濃
湯
舟
沢
村
の
宗
門
人

別
帳
の
分
析
か
ら
︑
一
五
歳
以
降
四
〇
歳
を
過
ぎ
る
ま
で
の
年
代
の
女
性
の
死
亡
率
が
男
性
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
り
︑
そ
れ
が
﹁
ち
ょ
う
ど

出
産
年
齢
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
妊
産
婦
の
死
亡
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
﹂︒
あ
る
い
は
︑
結
婚
後
﹁
一
〇
年
以
内
の
妻

の
死
亡
は
夫
の
三
倍
あ
る
﹂︒
ま
た
︑
一
七
〇
一
～
五
〇
年
に
出
産
し
た
妻
四
八
人
の
う
ち
︑
一
〇
人
二
一
％
が
出
産
と
同
年
に
︑
さ
ら
に
一

八
人
三
八
％
が
出
産
の
翌
年
に
死
亡
し
て
お
り
︑﹁
結
婚
期
間
一
〇
年
以
内
の
若
い
妻
ほ
ど
︑
出
生
と
同
年
の
死
亡
が
多
か
っ
た
﹂
と
し
︑﹁
妊

娠
や
出
産
に
伴
う
危
険
が
︑
多
く
の
母
の
命
を
奪
っ
て
い
た
の
で
あ
る
﹂
と
述
べ
た
︒
鬼
頭
は
他
方
で
ま
た
︑﹁
懐
妊
書
上
帳
﹂
な
ど
に
よ
っ

て
︑
死
産
を
出
産
数
の
一
〇
～
一
五
％
︑
一
歳
未
満
の
乳
児
死
亡
を
出
生
児
の
二
〇
％
近
く
と
し
て
い
る
の
で
︑
妊
産
婦
死
亡
は
死
産
・
乳
児
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死
亡
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た①
︒
こ
の
出
産
可
能
年
代
や
結
婚
後
の
女
性
の
死
亡
率
が
男
性
死
亡
率
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
は
︑
斉
藤
修
の

美
濃
三
カ
村
の
分
析
や
乾
宏
巳
の
大
坂
菊
屋
町
の
分
析
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る②
︒

ま
た
︑
須
田
圭
三
の
飛
騨
高
山
の
寺
院
過
去
帳
の
調
査
に
よ
れ
ば③
︑
一
七
七
一
～
一
八
五
二
年
の
八
二
年
間
で
︑
産
死
一
一
七
件
︵
難
産
死

＝
Ｙ
の
四
六
人
と
産
後
死
＝
Ｚ
の
六
六
人
︶
︑
夭
折
・
水
子
︵
新
生
児
死
亡
・
死
産
＝
Ｘ
︶
五
九
人
が
知
ら
れ
る
︒
そ
の
ほ
か
に
︑
一
〇
歳
以
下
の
乳

幼
児
死
亡
と
思
わ
れ
る
﹁
虫
﹂︵
小
児
の
病
気
の
総
称
︶
に
よ
る
死
亡
が
七
四
八
人
あ
る
の
で
︑
そ
の
う
ち
の
一
定
数
は
出
産
に
関
わ
る
乳
児
死

亡
と
思
わ
れ
る
が
︵
出
産
総
数
が
わ
か
ら
な
い
の
で
率
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
︶
︑
い
ず
れ
に
し
ろ
出
産
に
と
も
な
う
死
産
・
乳
児
死
亡
︵
Ｘ
・

Ｙ
︶
に
対
し
て
︑
母
体
の
難
産
死
・
産
後
死
︵
Ｙ
・
Ｚ
︶
が
か
な
り
の
比
重
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒

史
料
が
具
体
的
で
あ
る
ほ
ど
地
域
偏
差
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
が
︑
平
左
衛
門
日
記
か
ら
の
一
六
％
︵
こ
れ
に
は
一
般
村
人
は
含
ま
れ
て
い
な
い
︶

と
あ
わ
せ
て
︑
と
り
あ
え
ず
近
世
中
後
期
の
妊
産
婦
死
亡
率
を
二
〇
％
ほ
ど
と
し
て
お
く
︒

第
二
に
︑
こ
う
し
た
妊
産
婦
死
亡
率
の
高
さ
へ
の
恐
れ
・
不
安
を
文
学
的
に
形
象
化
し
た
も
の
が
︑
ウ
ブ
メ
説
話
で
あ
る
︒
西
田
耕
三
﹁
産

女
ノ
ー
ト④
﹂
は
そ
う
し
た
説
話
を
博
捜
し
て
い
る
︒
私
な
り
に
読
み
込
め
ば
︑
ウ
ブ
メ
説
話
に
は
︑
死
産
・
難
産
死
・
産
後
死
︵
Ｘ
・
Ｙ
・

Ｚ
︶
と
い
う
︑
す
べ
て
の
産
死
の
形
が
描
か
れ
て
お
り
︑﹁
持
ち
籠
も
り
﹂
と
い
わ
れ
る
難
産
で
孕
ん
だ
ま
ま
死
亡
し
た
︵
Ｙ
︶
の
苦
悩
や
︑

あ
る
い
は
堕
胎
死
さ
せ
て
き
た
子
︵
Ｘ
︶
へ
の
無
念
が
表
現
さ
れ
て
い
る
︒
そ
れ
ら
の
原
型
は
﹃
今
昔
物
語
﹄﹃
日
本
霊
異
記
﹄
に
遡
る
と
し

て
も
︑
近
世
に
入
る
と
﹃
諸
国
百
物
語
﹄﹃
諸
国
雑
談
集
﹄
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
集
に
一
斉
に
現
れ
て
く
る
だ
け
で
な
く
︑
西

鶴
や
近
松
の
作
品
に
も
登
場
し
て
文
学
的
形
象
化
を
と
げ
︑
近
世
中
期
以
後
に
は
南
北
・
京
伝
ら
に
よ
り
複
雑
な
怨
霊
小
説
と
な
っ
て
ゆ
く
︒

と
こ
ろ
で
︑
平
左
衛
門
と
同
時
代
に
生
き
た
︑
河
内
国
在
郷
町
大
ケ
塚
の
上
層
農
民
の
記
録
﹃
河
内
屋
可
正
旧
記
﹄︵
巻
十
︶
に
︑
次
の
よ

う
に
あ
る
こ
と
を
木
場
貴
俊
が
指
摘
し
て
い
る⑤
︒

難
産
に
て
死
た
る
者
ハ
︑
う
か
む
事
あ
た
ハ
ず
︑
う
ぶ
め
と
云
者
に
成
て
︑
哀
れ
な
る
声
を
出
し
︑
な
き
さ
け
び
︑
夜
な
〳
〵
来
る
と
云
者
有
︑
其
外
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種
々
の
あ
や
し
き
事
を
も
て
は
や
す
時
節
有
︑
尤
人
死
て
中
有
と
て
︑
未
来
生
の
定
ま
ら
ざ
る
内
に
ハ
亡
魂
帰
り
来
る
と
云
説
︑
仏
書
に
な
き
に
し
も
非

可
正
自
身
は
︑
仏
教
の
中
陰
説
も
あ
り
う
る
と
し
つ
つ
も
批
判
的
で
あ
る
が
︑
近
世
前
期
に
︑
こ
う
し
た
説
話
が
現
実
に
語
ら
れ
︑﹁
も
て

は
や
﹂
さ
れ
︑
さ
ま
ざ
ま
な
本
も
出
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
︒
黒
田
俊
雄
は
︑
中
世
社
会
と
は
︑﹁
究
極
は
中
世
の
生
産
力
水
準
と
支
配
関
係

が
も
た
ら
す
災
厄
︑
つ
ま
り
飢
餓
・
疾
病
・
盗
難
・
自
然
災
害
・
収
奪
・
戦
乱
な
ど
が
︑
い
つ
も
人
び
と
の
安
穏
を
脅
か
し
︑
無
残
な
悲
劇
的

な
話
題
に
は
こ
と
欠
か
な
か
っ
た
時
代
で
あ
﹂
っ
た
と
い
う⑥
︒
そ
し
て
︑
近
世
の
泰
平
と
安
定
︑
生
産
力
の
向
上
に
よ
っ
て
︑
人
々
は
そ
う
し

た
無
念
で
無
惨
な
死
か
ら
あ
る
程
度
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
︑
残
さ
れ
た
制
御
で
き
な
い
残
酷
な
死
と
し
て
産
死
が
前
景
化
さ
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
︒
ウ
ブ
メ
説
話
に
は
流
灌
頂
が
よ
く
出
る
が
︑
平
左
衛
門
日
記
で
も
︑
盂
蘭
盆
・
流
灌
頂
・
口
寄
せ
巫
女
な
ど
︑
多
様
な
供
養

の
レ
ベ
ル
が
み
ら
れ
た
︒

第
三
に
︑
こ
の
時
期
の
医
療
の
問
題
で
あ
る
︒
前
述
し
た
よ
う
に
︑
男
性
医
者
の
医
療
は
ほ
と
ん
ど
有
効
で
は
な
か
っ
た
︒
中
条
流
の
産
科

医
書
で
は
︑﹁
振
り
出
し
薬
﹂
を
飲
ま
せ
る
な
ど
の
ほ
か
︑
水
銀
を
含
む
﹁
腐
れ
薬
﹂
な
ど
を
直
接
膣
に
挿
入
し
て
︵﹁
握
り
薬
﹂﹁
挿
し
薬
﹂︶
︑

胎
児
を
腐
食
さ
せ
た
り
︑
胞
衣
を
出
さ
せ
る
︑
と
い
っ
た
方
法
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る⑦
︒
中
庄
次
郎
兵
衛
妻
が
南
都
で
隠
密
に
﹁
堕
胎
﹂
を
し
て

も
ら
っ
た
と
い
う
の
は
︑
こ
の
よ
う
な
中
条
流
の
医
者
の
可
能
性
が
あ
る
︒
逆
に
い
え
ば
︑
横
田
重
頼
ら
に
は
︑
気
付
け
薬
や
血
止
め
薬
︑
催

生
薬
︵
は
や
め
薬
・
陣
痛
促
進
剤
︶
と
い
っ
た
こ
と
し
か
為
す
術
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒
む
し
ろ
︑
産
婆
や
巧
者
の
按
腹
に
よ
る
胎
児
の

位
置
修
正
な
ど
の
熟
練
や
経
験
が
︑
最
善
の
現
実
的
医
術
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒

第
四
に
︑
〈家
〉の
問
題
︒
民
俗
学
に
お
け
る
﹁
七
歳
ま
で
は
神
の
内
﹂
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
柴
田
純
は
︑
そ
れ
に
か
わ
っ
て
次
の

よ
う
に
い
う

中
世
か
ら
近
世
に
な
っ
て
小
農
民
の
︿
家
﹀
が
広
範
に
成
立
し
︑
家
が
子
供
を
育
て
︑
村
で
も
寺
子
屋
が
で
き
︑
子
供
の
初

等
教
育
が
始
ま
る
︒
近
世
中
期
に
な
る
と
村
全
体
と
し
て
子
供
を
守
り
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
も
う
ま
れ
て
く
る
︒﹁
子
宝
﹂
観
念
＝
幼
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児
保
護
観
念
が
成
立
し
︑
そ
れ
が
﹁
捨
子
養
育
の
受
皿
と
な
り
う
る
条
件
﹂
を
成
立
さ
せ
て
い
っ
た
︒
子
供
に
聖
性
が
あ
る
か
ら
で
は
な
く
︑

実
際
に
人
々
が
﹁
子
宝
﹂
と
し
て
保
護
・
教
育
の
必
要
を
認
め
︑
そ
の
現
実
的
条
件
が
成
立
し
た
か
ら
︑
と
い
う
の
で
あ
る⑧
︒
少
な
く
と
も
歴

史
学
の
側
で
は
柴
田
説
は
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
︒

し
か
し
︑︿
家
﹀
を
家
父
長
だ
け
で
な
く
︑
妻
・
母
・
娘
と
い
う
女
性
を
ふ
く
ん
だ
も
の
と
し
て
み
れ
ば
︑﹁
子
宝
﹂
観
念
だ
け
で
は
な
く
︑

農
繁
期
労
働
と
の
調
整
や
家
継
承
の
た
め
の
多
産
な
ど
︑
成
立
し
た
︿
家
﹀
は
母
体
保
護
や
女
性
身
体
の
主
体
性
と
の
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
も
の

で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
︒

平
左
衛
門
の
考
え
を
み
よ
う
︒
彼
が
堕
胎
に
つ
い
て
︑﹁
月
に
満
た
ざ
る
小
児
た
り
と
雖
も
︑
天
性
を
備
え
し
む
人
身
也
﹂
と
述
べ
︑﹁
母
之

身
﹂
と
し
て
堕
胎
す
る
の
は
﹁
非
人
倫
之
道
︑
天
下
之
罪
人
﹂︑﹁
希
代
之
母
子
也
﹂
と
は
げ
し
く
非
難
し
た
こ
と
は
︵
δ
�
・
	
︶
前
述
し
た
︒

ま
た
︑
大
野
村
の
左
一
郎
妻
が
二
年
連
続
で
﹁
嬰
児
﹂
を
死
な
せ
た
の
を
﹁
惜
哉
﹂︵
δ
�
・
�
︶
と
記
し
て
お
り
︑
確
か
に
彼
に
は
幼
児
保

護
観
念
は
あ
っ
た
が
︑
た
と
え
ば
母
体
保
護
の
た
め
に
不
要
な
出
産
を
ふ
せ
ぐ
堕
胎
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
︒
他
方
で
︑
十
輪
寺
下

男
助
三
郎
に
﹁
流
産
し
て
で
も
い
い
か
ら
難
産
で
苦
し
む
妻
＝
母
体
を
救
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
日
記
に
記
し
て
い
る
︵
β
�
︶︒

嫁
石
の
実
家
で
の
出
産
を
認
め
つ
つ
も
︑
そ
れ
は
﹁
当
家
初
例
也
﹂
で
あ
っ
て
︑
ほ
ん
ら
い
は
山
本
家
の
出
産
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
だ

と
い
う
考
え
も
あ
る
︒
平
左
衛
門
の
考
え
は
︑︿
家
﹀
の
論
理
と
母
体
保
護
と
の
ゆ
ら
ぎ
の
中
に
あ
る
︒
母
体
を
守
る
も
の
と
し
て
の
﹁
一
門

中
女
中
﹂
や
﹁
村
之
姥
共
﹂
の
協
働
は
︑
こ
う
し
た
家
父
長
た
ち
の
︿
家
﹀
の
論
理
を
相
対
化
す
る
位
置
に
あ
る
︒

沢
山
は
そ
の
詳
細
な
研
究
の
な
か
で
︑
近
世
後
期
の
領
主
政
策
や
間
引
き
教
諭
書
に
つ
い
て
︑
そ
れ
が
︑
妻
に
堕
胎
や
間
引
き
の
責
任
を
問

い
︑
生
殖
・
出
産
は
婚
姻
内
で
の
み
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
性
規
範
を
求
め
︑﹁
女
の
身
体
は
何
よ
り
も
︿
産
む
﹀
身
体
と
し
て
意
味
づ
け

ら
れ
て
い
く
﹂
と
述
べ
る⑨
︒
そ
う
し
た
領
主
政
策
の
起
点
＝
原
基
形
態
は
︑﹁
夫
婦
か
け
む
か
い
﹂
と
い
う
近
世
農
民
の
︿
家
﹀
の
成
立
そ
の

も
の
に
内
包
さ
れ
て
お
り
︑
そ
し
て
平
左
衛
門
の
ゆ
ら
ぎ
の
中
に
あ
る
︒
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第
五
に
︑
妊
産
婦
死
亡
率
と
乳
児
死
亡
率
は
︑
第
一
に
述
べ
た
よ
う
に
︑
近
世
後
期
ま
で
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
た
が
︑
そ
の
後
に
劇
的
な
違

い
が
あ
る
︒

明
治
三
二
年
︵
一
八
九
九
︶
版
の
﹃
日
本
帝
国
人
口
動
態
統
計
﹄
に
よ
れ
ば
︑
妊
産
婦
死
亡
率
は
︑﹁
産
褥
熱
﹂
に
よ
る
死
者
一
七
六
七
人
と

﹁
妊
娠
及
産
ニ
因
ス
ル
疾
患
﹂
の
死
者
四
四
七
三
人
の
合
計
六
二
四
〇
人
を
︑
出
産
総
数
一
三
八
万
六
九
八
一
件
︵
生
産
一
五
二
万
二
七
〇
八
件

と
死
産
一
三
万
五
七
二
七
件
の
合
計
件
数
︶
で
除
し
た
〇
・
四
一
％
に
な
る
︒
他
方
︑
死
産
率
は
︑
死
産
数
を
総
出
産
数
で
除
し
た
九
・
八
％
︒

乳
児
死
亡
率
は
︑
一
歳
未
満
の
乳
児
死
亡
数
二
一
万
三
三
五
九
人
を
生
産
＝
出
生
数
で
除
し
た
一
五
・
四
％
で
︑
死
産
・
乳
児
死
亡
あ
わ
せ
た

死
亡
率
は
二
五
・
二
％
に
な
る
︒
同
じ
出
産
総
数
を
基
礎
に
し
な
が
ら
︑
こ
の
二
つ
の
値
に
は
数
十
倍
の
質
的
な
差
が
あ
る
︒
ま
た
︑
前
述
し

た
近
世
後
期
の
そ
れ
と
比
較
し
た
と
き
︑
死
産
・
乳
児
死
亡
率
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
に
対
し
︑
妊
産
婦
死
亡
率
の
減
少
は
き
わ
め
て
顕
著

で
あ
る
︒
産
婦
は
ほ
と
ん
ど
死
な
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る⑩
︒

第
六
に
︑
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
︑
賀
川
流
回
生
術
で
あ
っ
た
︒
回
生
術
と
は
︑
体
内
で
胎
児
が
死
亡
し
て
分
娩
が
不
可
能
に
な
っ
た
場

合
︑
鈎
と
よ
ば
れ
る
鉄
製
金
具
を
膣
か
ら
入
れ
て
︑
死
胎
児
を
細
か
く
分
解
し
て
摘
出
す
る
技
術
︒
鈎
胞
術
は
︑
産
後
胎
盤
が
お
り
て
こ
な
い

時
に
鈎
を
入
れ
て
掻
き
出
す
術
で
あ
る
︒
の
ち
に
は
鈎
を
使
わ
ず
手
で
引
き
出
す
技
術
に
改
変
さ
れ
︑
さ
ら
に
母
子
両
方
を
助
け
る
双
生
術
が

悲
願
と
さ
れ
る
︒
備
前
国
在
村
医
中
島
友
玄
の
産
科
医
療
の
診
療
記
録
︵
天
保
五
～
明
治
三
年
︶
を
分
析
し
た
鈴
木
則
子
は
︑
三
七
年
間
で
二
七

四
件
中
︑
七
六
件
の
回
生
術
︑
一
九
八
件
の
鈎
胞
術
が
行
わ
れ
︑
死
亡
は
二
一
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る⑪
︒
つ
ま
り
難
産
の
九

二
％
が
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
︒

も
ち
ろ
ん
賀
川
流
を
学
ん
だ
医
者
す
べ
て
が
こ
れ
ほ
ど
熟
練
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
︑
そ
の
都
市
か
ら
農
村
︑
地
方
へ
の
展

開
に
時
差
も
あ
ろ
う
︒
今
か
り
に
︑
難
産
で
の
母
体
の
八
割
が
こ
れ
で
救
わ
れ
る
と
す
れ
ば
︑
近
世
後
期
の
妊
産
婦
死
亡
率
二
〇
％
は
四
％
に

な
る
︒
近
世
後
期
・
幕
末
か
ら
の
賀
川
流
の
普
及
と
明
治
に
は
い
っ
て
の
新
産
婆
に
よ
る
衛
生
改
善
な
ど
も
考
え
れ
ば
︑
ほ
ん
ら
い
免
疫
力
を

近世前期の出産（横田）
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も
つ
成
体
で
あ
る
母
体
は
感
染
症
な
ど
に
も
強
く
︑
難
産
さ
え
越
え
れ
ば
〇
・
四
一
％
と
い
う
死
亡
率
に
な
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
︒

賀
川
流
産
科
の
普
及
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
そ
れ
を
す
ぐ
に
出
産
の
医
療
化
や
男
性
医
者
に
よ
る
女

性
身
体
の
管
理
へ
と
つ
な
げ
る
の
は
飛
躍
で
あ
ろ
う
︒
平
常
産
そ
の
も
の
は
︑
ふ
つ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
は
沢
山
も

指
摘
し
て
い
る
が
︑
冒
頭
に
平
常
産
と
異
常
産
の
比
率
を
知
る
べ
き
だ
と
述
べ
た
の
は
こ
の
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
︒

第
七
に
︑
民
俗
学
調
査
に
つ
い
て
︒
本
稿
で
利
用
し
た
﹃
奈
良
県
風
俗
誌
﹄
の
調
査
は
一
九
一
五
年
︑
最
も
よ
く
利
用
さ
れ
る
﹃
日
本
産
育

習
俗
資
料
集
成
﹄
は
一
九
三
五
年
の
調
査
で
あ
る
︒
そ
の
内
容
は
︑
こ
れ
ま
で
漠
然
と
幕
末
く
ら
い
ま
で
遡
れ
る
だ
ろ
う
と
み
な
さ
れ
て
き
た
︒

そ
の
こ
と
を
考
え
な
お
す
べ
き
事
例
を
一
つ
あ
げ
る
︒
山
中
浩
之
は
︑
近
世
後
期
の
河
内
国
在
郷
町
富
田
林
の
杉
山
家
の
記
録
か
ら
︑
実
際

に
は
死
産
や
二
日
目
に
死
亡
し
た
の
に
﹁
安
産
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
い
だ
す
︒
し
か
も
︑
六
日
目
・
一
一
日
目
に
は
﹁
安
産
ニ
付
︑

ま
く
ら
直
し
悦
致
申
候
﹂
な
ど
と
︑
近
隣
を
招
い
て
の
祝
宴
や
餅
配
り
︑
産
婆
へ
の
祝
儀
な
ど
も
行
わ
れ
た
︒
そ
れ
は
誤
記
で
は
な
く
︑
嫁
の

代
で
も
同
じ
で
あ
る
︵
寛
政
二
～
文
化
五
年
︶
︒
山
中
は
﹁﹃
安
産
﹄
と
は
母
体
が
安
全
な
状
態
で
出
産
と
い
う
行
為
を
な
し
と
げ
た
こ
と
自
体
を

表
現
す
る
言
葉
﹂
で
あ
る
と
述
べ
る⑫
︒
福
岡
藩
の
下
級
藩
士
安
見
家
三
代
の
日
記
を
分
析
し
た
横
田
武
子
は
︑
出
生
す
れ
ば
子
の
名
前
な
ど
を

記
す
の
に
﹁
平
産
﹂
と
の
み
記
す
三
代
の
妻
た
ち
の
事
例
︵
寛
延
二
年
～
︶
を
あ
げ
︑
出
産
は
あ
っ
た
が
子
は
生
ま
れ
て
い
な
い
︑﹁
母
胎
保
護

の
た
め
﹂
の
堕
胎
や
間
引
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る⑬
︒
ま
た
沢
山
は
︑
岡
山
藩
で
出
産
翌
日
に
女
児
が
死
亡
し
て
い
る
の
に
﹁
安

産
﹂
と
し
て
町
奉
行
所
に
届
け
ら
れ
た
事
例
︵
寛
政
四
年
︶
を
あ
げ
︑﹁
母
親
の
生
命
が
無
事
で
あ
れ
ば
﹃
安
産
﹄
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
︑
母

親
の
生
命
が
出
産
で
失
わ
れ
や
す
い
当
時
の
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
﹂
と
す
る⑭
︒

平
左
衛
門
の
日
記
で
は
こ
の
よ
う
な
事
例
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
︑
妊
産
婦
死
亡
の
比
重
の
大
き
さ
を
考
え
る
時
︑﹁
安
産
・
平
産
﹂
と

い
う
表
現
が
母
体
無
事
を
こ
そ
共
通
の
実
感
を
も
っ
て
祝
う
習
俗
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
首
肯
で
き
る
︒
し
か
し
︑
従
来
の
民
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俗
学
で
は
子
が
死
亡
し
て
い
る
の
に
﹁
安
産
﹂
と
し
て
祝
う
と
い
う
習
俗
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
︒
ま
た
︑
そ
の
他
に
も
﹁
ま
く
ら
直
し
＝

産
所
明
﹂
と
い
っ
た
︑
母
体
を
中
心
に
考
え
る
べ
き
産
育
儀
礼
が
さ
ま
ざ
ま
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
︒
し
か
し
︑
一
九
一
五
・
三
五
年
の
頃

に
は
︑
妊
産
婦
死
亡
は
ほ
ぼ
問
題
で
は
な
く
︑
そ
の
経
験
や
記
憶
は
遠
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
︑
産
育
儀
礼
の
民
俗
調
査
は
そ
れ
ら
を
︑
当
時

な
お
緊
要
で
現
実
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
乳
幼
児
の
保
護
と
成
長
を
軸
に
再
解
釈
・
再
整
理
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
︒①

鬼
頭
宏
前
掲
﹃
人
口
か
ら
読
む
日
本
の
歴
史
﹄
第
四
・
五
章
︒

②

斉
藤
修
﹁
人
口
転
換
以
前
の
日
本
に
お
け
る
m
o
rta
lity

パ
タ
ー
ン
と
変
化

﹂︵﹃
経
済
研
究
﹄
四
三
巻
三
号
︑
一
九
九
二
年
︶︑
乾
宏
巳
﹁
大
坂
菊
屋
町
に

お
け
る
結
婚
・
出
産
・
死
亡
﹂︵﹃
大
阪
教
育
大
学
紀
要

第
Ⅱ
部
門
﹄
三
九
︱
一
︑

一
九
九
〇
年
︶︒

③

須
田
圭
三
﹃
飛
騨
Ｏ
寺
院
過
去
帳
の
研
究
﹄︵
私
家
版
︑
一
九
七
三
年
︶︒

④

西
田
耕
三
﹁
産
女
ノ
ー
ト
﹂﹃
怪
異
の
入
口

近
世
説
話
雑
記
﹄︵
森
話
社
︑
二

〇
一
三
年
︶︒
勝
田
至
﹁
村
落
の
墓
制
と
家
族
﹂︵﹃
中
世
を
考
え
る

家
族
と

女
性
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
二
年
︶︑
堤
邦
彦
﹁
近
世
仏
教
の
学
問
と
俗
文
芸
﹂

︵﹃
文
学
﹄
八

三
︑
二
〇
〇
七
年
︶
な
ど
︒

⑤

﹃
河
内
屋
可
正
旧
記
﹄︵
清
文
堂
資
料
叢
書
︑
一
九
五
五
年
︶︑
木
場
貴
俊
﹃
怪

異
を
つ
く
る

日
本
近
世
怪
異
文
化
史

﹄︵
文
学
通
信
︑
二
〇
二
〇
年
︶︒

⑥

黒
田
俊
雄
﹁
日
本
中
世
に
お
け
る
武
勇
と
安
穏
﹂︵﹃
黒
田
俊
雄
著
作
集
﹄
第
六

巻
︑
法
蔵
館
︑
初
出
一
九
八
一
年
︶︒

⑦

杉
立
前
掲
﹃
お
産
の
歴
史
﹄
第
六
章
︒

⑧

柴
田
前
掲
﹃
日
本
幼
児
史
﹄︒

⑨

沢
山
前
掲
﹃
出
産
と
身
体
の
近
世
﹄
第
六
章
な
ど
︒

⑩

斉
藤
前
掲
論
文
は
︑
こ
の
年
代
の
男
女
死
亡
率
の
差
を
さ
ら
に
近
代
ま
で
延
長

し
て
︑﹁
妊
娠
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Childbirth in Early Tokugawa Japan: Testimony from the Diary of

Yamamoto Heizaemon

by

YOKOTA Fuyuhiko

Research on childbirth in early modern Japan has so far relied on findings

of early twentieth-century ethnographic surveys in addition to documents

relating to late Tokugawa population policies outlawing abortions and

infanticide. Direct accounts of regular childbirth preceding policy

intervention by territorial lords have been difficult to come by. The present

article analyzes cases of childbirth recorded between 1676 and 1720 in the

diary of Yamamoto Heizaemon 山本平左衛門, a musokunin 無足人 (village

elite retaining samurai status but no stipend) of Tōdō Domain, resident in

Soekami County of Yamato Province. It demonstrates that childbirth in the

early Tokugawa period depended on cooperation among women in various

roles, and documents the performance of rituals relating to childbirth and

child-raising. It also undertakes an estimate of the maternal mortality rate.

Continuities with folk practices recorded in Taishō-era ethnographic surveys

are reassessed on this basis.

Key Words ; Early Tokugawa Japan, Womenʼs cooperation, Maternal mortality rate,

Childbirth Rituals, Yamamoto Heizaemonʼs Diary
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